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(57)【要約】
【課題】遊技者に対して遊技者の状況に適した情報を提
供すること
【解決手段】遊技機に対応して配置された特定シンボル
７を含む撮像画像に含まれる特定シンボル７を識別し、
該特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応す
る遊技機の座席位置であるときには、該特定シンボルに
関連付けられた複数種類の遊技機関連情報のうち、第１
種類の遊技機関連情報を示す第１特定画像を特定シンボ
ルの近傍に拡張現実表示機能により表示し、撮像位置が
座席位置でないときには、第２種類の遊技機関連情報を
示す第２特定画像を特定シンボルの近傍に拡張現実表示
機能により表示する。
【選択図】図２２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者が携行し、撮像手段並びに該撮像手段にて撮像した撮像画像を表示する表示手段
を備えた携帯端末と、該携帯端末に対して遊技店内に設置されている遊技機に関する遊技
機関連情報を配信する遊技機関連情報配信装置と、からなる遊技機関連情報配信システム
であって、
　前記遊技機関連情報配信装置は、
前記遊技機に対応して配置される特定シンボルに関連付けられた複数種類の前記遊技機関
連情報を記憶する遊技機関連情報記憶手段と、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から前記特定シンボルを識別したことにより前記携
帯端末から送信される該特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別情報を受信したこと
に応じて、前記遊技機関連情報記憶手段に記憶されている遊技機関連情報のうち、該特定
シンボル識別情報から特定される特定シンボルに関連付けられた遊技機関連情報を抽出す
る遊技機関連情報抽出手段と、
前記遊技機関連情報抽出手段にて抽出した遊技機関連情報を前記携帯端末に対して配信す
る情報配信手段と、
を備え、
　前記携帯端末は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるときには、前記情報配信手段から配信された遊技機関連情報として、第１種類の遊技
機関連情報を示す態様の第１特定画像を前記表示手段に表示されている該特定シンボルか
ら特定される位置に表示する一方、前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シン
ボルが対応する遊技機の座席位置でないときには、前記第１種類とは異なる第２種類の遊
技機関連情報を示す態様の第２特定画像を前記表示手段に表示されている該特定シンボル
から特定される位置に表示する、
　ことを特徴とする遊技機関連情報配信システム。
【請求項２】
　遊技者が携行し、撮像手段並びに該撮像手段にて撮像した撮像画像を表示する表示手段
を備えた携帯端末に対して遊技店内に設置されている遊技機に関する遊技機関連情報を配
信する遊技機関連情報配信装置であって、
前記遊技機に対応して配置される特定シンボルに関連付けられた複数種類の前記遊技機関
連情報を記憶する遊技機関連情報記憶手段と、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から前記特定シンボルを識別したことにより前記携
帯端末から送信される該特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別情報を受信したこと
に応じて、前記遊技機関連情報記憶手段に記憶されている遊技機関連情報のうち、該特定
シンボル識別情報から特定される特定シンボルに関連付けられた遊技機関連情報を抽出す
る遊技機関連情報抽出手段と、
前記遊技機関連情報抽出手段にて抽出した遊技機関連情報を前記携帯端末に対して配信す
る情報配信手段と、
を備え、
　前記携帯端末は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるときには、前記情報配信手段から配信された遊技機関連情報として、第１種類の遊技
機関連情報を示す態様の第１特定画像を前記表示手段に表示されている該特定シンボルか
ら特定される位置に表示する一方、前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シン
ボルが対応する遊技機の座席位置でないときには、前記第１種類とは異なる第２種類の遊
技機関連情報を示す態様の第２特定画像を前記表示手段に表示されている該特定シンボル
から特定される位置に表示する、
　ことを特徴とする遊技機関連情報配信装置。
【請求項３】
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　遊技者が携行し、撮像手段並びに該撮像手段にて撮像した撮像画像を表示する表示手段
を備え、遊技店内に設置されている遊技機に関する遊技機情報を遊技機関連情報配信装置
から受信する携帯端末において実行される携帯端末用アプリケーションプログラムであっ
て、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から、前記遊技機に対応して配置される特定シンボ
ルを識別する特定シンボル識別ステップと、
前記特定シンボル識別ステップにて識別した特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別
情報を前記遊技機関連情報配信装置に送信する特定シンボル識別情報送信ステップと、
前記特定シンボル識別情報の送信に応じて前記遊技機関連情報配信装置から返信される、
該遊技機関連情報配信装置に記憶されている複数種類の前記遊技機関連情報のうち、該特
定シンボル識別情報から特定される特定シンボルに関連付けられた遊技機関連情報を受信
する遊技機関連情報受信ステップと、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるか否かを判定する判定ステップと、
前記判定ステップにおいて撮像位置が前記識別した特定シンボルが対応する遊技機の座席
位置であると判定したときには、前記遊技機関連情報受信ステップにて受信した遊技機関
連情報として、第１種類の遊技機関連情報を示す態様の第１特定画像を前記表示手段に表
示されている前記特定シンボルから特定される位置に表示する一方、前記判定ステップに
おいて撮像位置が前記識別した特定シンボルが対応する遊技機の座席位置でないと判定し
たときには、前記第１種類とは異なる第２種類の遊技機関連情報を示す態様の第２特定画
像を前記表示手段に表示されている前記特定シンボルから特定される位置に表示する特定
画像表示ステップと、
を含む、
　ことを特徴とする携帯端末用アプリケーションプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技店内に設置されている遊技機に対応して配置された特定シンボルを含む
店内画像を撮像可能とされ、遊技者が携行する携帯端末に対して前記遊技機に関する遊技
機関連情報を配信する遊技機関連情報配信装置、該遊技機関連情報配信装置と前記携帯端
末からなる遊技関連情報配信システム、および前記携帯端末において実行される携帯端末
用アプリケーションプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、遊技店においては、店内に設置されている遊技機に関する種々の情報、例えば、
お勧め台やイベント対象台等を遊技者に提供するために、遊技機にお勧め台であることを
示すお勧め台札や、イベント対象台であることを示すイベント対象台札を遊技機に対応し
て配置することにより実施されている。
【０００３】
　一方、近年においては、コードを付された被撮像物をカメラで撮像し、該撮像した画像
に含まれるコードをデータベースサーバから配信されたデータに基づいて識別して、該識
別したコードに対応するキャラクタや道具等の画像を、撮像した画像に重ねて表示し、こ
れらキャラクタや道具の組合せに基づいてキャラクタを動作させるものがある（例えば、
特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２６８１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】



(4) JP 2012-187236 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

【０００５】
　上述したように、遊技店において札を使用して情報を遊技者に提供する場合には、異な
る情報を提供するためには、逐次、配置している札を変更しなければならないことから、
これら札を変更する煩雑さを解消するために、上記した引用文献１のように、個々の遊技
機にコードを付した札を配置しておき、該コードを付した札を撮像することで、該コード
に対応する画像、例えば、各種のお勧め札の画像や、イベントの対象台か否かを識別可能
な画像を撮像画像におけるコードの近傍位置等に表示することにより、札を変更すること
なく適切に情報を提供できるようにすることが考えられるものの、引用文献１は、重ねて
表示するキャラクタや道具の画像が個々のコードに１対１に対応付けられているため、１
のコードについて１の情報のみしか提供することができず、遊技者の状況、たとえば、遊
技機の座席に着席して既に遊技をしている状況なのか、遊技をする遊技機を探している状
況等応じて、各状況に適した異なる情報を遊技者に提供することができなかった。
【０００６】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、遊技者に対して遊技者の状況
に適した情報を提供することのできる遊技関連情報配信システム、遊技関連情報配信装置
および携帯端末用アプリケーションプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の遊技機関連情報配信システムは
、
　遊技者（会員遊技者）が携行し、撮像手段（ＣＣＤ撮像部６８）並びに該撮像手段にて
撮像した撮像画像を表示する表示手段（表示部５６）を備えた携帯端末（携帯電話端末５
）と、該携帯端末に対して遊技店内に設置されている遊技機（パチンコ遊技機１）に関す
る遊技機関連情報（台情報）を配信する遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００
）と、からなる遊技機関連情報配信システムであって、
　前記遊技機関連情報配信装置は、
前記遊技機に対応して配置される特定シンボル（札７）に関連付けられた複数種類の前記
遊技機関連情報を記憶する遊技機関連情報記憶手段（記憶装置１０５）と、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から前記特定シンボルを識別したことにより前記携
帯端末から送信される該特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別情報（札７が配置さ
れたパチンコ遊技機１の台番号を含む台情報配信要求）を受信したことに応じて、前記遊
技機関連情報記憶手段に記憶されている遊技機関連情報のうち、該特定シンボル識別情報
から特定される特定シンボルに関連付けられた遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴
、台データ、お宝台）を抽出する遊技機関連情報抽出手段（ステップＳｈ１１；台情報抽
出処理を実施する部分）と、
前記遊技機関連情報抽出手段にて抽出した遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴、台
データ、お宝台の台情報の各特定画像を含む表示情報）を前記携帯端末に対して配信する
情報配信手段（ステップＳｈ１３；表示情報配信処理を実施する部分）と、
を備え、
　前記携帯端末は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるときには、前記情報配信手段から配信された遊技機関連情報として、第１種類（遊技
履歴）の遊技機関連情報（勝敗）を示す態様の第１特定画像（「◎」や「○」や「×」）
を前記表示手段に表示されている該特定シンボルから特定される位置（該特定シンボルの
近傍位置）に表示する一方、前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが
対応する遊技機の座席位置でないとき（例えば、通路位置であるとき）には、前記第１種
類とは異なる第２種類（お勧めレベル）の遊技機関連情報を示す態様の第２特定画像（お
勧め画像１～お勧め画像３）を前記表示手段に表示されている該特定シンボルから特定さ
れる位置に表示する、
　ことを特徴としている。
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　この特徴によれば、遊技機関連情報配信装置から、携帯端末にて識別された特定シンボ
ルに関連付けられた複数種類の遊技機関連情報が配信され、遊技者の撮像位置が、該識別
された特定シンボルが対応する遊技機の座席位置であるとき、つまり、特定シンボルが対
応する遊技機で遊技者が遊技中である状況にあるときには、第１種類の遊技機関連情報を
示す態様の第１特定画像が表示され、遊技者の撮像位置が、該識別された特定シンボルが
対応する遊技機の座席位置でないときに、つまり、特定シンボルが対応する遊技機で遊技
者が遊技中でない状況にあるときには、第２種類の遊技機関連情報を示す態様の第２特定
画像が表示されるようになるので、遊技者に対して該遊技者の状況に適した情報を提供す
ることができる。
　すなわち、本発明の請求項１の遊技機関連情報配信システムにおける携帯端末は、
遊技者（会員遊技者）が携行し、撮像手段（ＣＣＤ撮像部６８）並びに該撮像手段にて撮
像した撮像画像を表示する表示手段（表示部５６）を備える携帯端末（携帯電話端末５）
であって、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から、遊技店内に設置されている遊技機（パチンコ
遊技機１）に対応して配置される特定シンボル（札７）を識別する特定シンボル識別手段
（ステップＳｋ３を実施する部分）と、
前記特定シンボル識別手段にて識別した特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別情報
（台情報配信要求）を遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）に送信する特定
シンボル識別情報送信手段（ステップＳｒ１を実施する部分）と、
前記特定シンボル識別情報の送信に応じて前記遊技機関連情報配信装置から返信される、
該遊技機関連情報配信装置に記憶されている複数種類（お勧めレベル、遊技履歴、台デー
タ、お宝台）の前記遊技機関連情報のうち、該特定シンボル識別情報から特定される特定
シンボルに関連付けられた遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴、台データ、お宝台
の台情報の各特定画像を含む表示情報）を受信する遊技機関連情報受信手段（表示情報受
信ステップを実施する部分）と、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるか否かを判定する判定手段（ステップＳｒ７を実施する部分）と、
前記判定手段において撮像位置が前記識別した特定シンボルが対応する遊技機の座席位置
であると判定したときには、前記遊技機関連情報受信手段にて受信した遊技機関連情報と
して、第１種類（遊技履歴）の遊技機関連情報（勝敗）を示す態様の第１特定画像（「◎
」や「○」や「×」）を前記表示手段に表示されている前記特定シンボルから特定される
位置に表示する一方、前記判定手段において撮像位置が前記識別した特定シンボルが対応
する遊技機の座席位置でないと判定したとき（例えば、通路位置であると判定したとき）
には、前記第１種類とは異なる第２種類（お勧めレベル）の遊技機関連情報を示す態様の
第２特定画像（お勧め画像１～お勧め画像３）を前記表示手段に表示されている前記特定
シンボルから特定される位置に表示する特定画像表示手段（立体タグ表示処理を実施する
部分）と、を備える携帯端末である。
【０００８】
　本発明の請求項２に記載の遊技機関連情報配信装置は、
　遊技者（会員遊技者）が携行し、撮像手段（ＣＣＤ撮像部６８）並びに該撮像手段にて
撮像した撮像画像を表示する表示手段（表示部５６）を備えた携帯端末（携帯電話端末５
）に対して遊技店内に設置されている遊技機（パチンコ遊技機１）に関する遊技機関連情
報（台情報）を配信する遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）であって、
前記遊技機に対応して配置される特定シンボル（札７）に関連付けられた複数種類の前記
遊技機関連情報を記憶する遊技機関連情報記憶手段（記憶装置１０５）と、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から前記特定シンボルを識別したことにより前記携
帯端末から送信される該特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別情報（札７が配置さ
れたパチンコ遊技機１の台番号を含む台情報配信要求）を受信したことに応じて、前記遊
技機関連情報記憶手段に記憶されている遊技機関連情報のうち、該特定シンボル識別情報
から特定される特定シンボルに関連付けられた遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴
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、台データ、お宝台）を抽出する遊技機関連情報抽出手段（ステップＳｈ１１；台情報抽
出処理を実施する部分）と、
前記遊技機関連情報抽出手段にて抽出した遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴、台
データ、お宝台の台情報の各特定画像を含む表示情報）を前記携帯端末に対して配信する
情報配信手段（ステップＳｈ１３；表示情報配信処理を実施する部分）と、
を備え、
　前記携帯端末は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるときには、前記情報配信手段から配信された遊技機関連情報として、第１種類（遊技
履歴）の遊技機関連情報（勝敗）を示す態様の第１特定画像（「◎」や「○」や「×」）
を前記表示手段に表示されている該特定シンボルから特定される位置に表示する一方、前
記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置でな
いとき（例えば、通路位置であるとき）には、前記第１種類とは異なる第２種類（お勧め
レベル）の遊技機関連情報を示す態様の第２特定画像（お勧め画像１～お勧め画像３）を
前記表示手段に表示されている該特定シンボルから特定される位置に表示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技機関連情報配信装置から、携帯端末にて識別された特定シンボ
ルに関連付けられた複数種類の遊技機関連情報が配信され、遊技者の撮像位置が、該識別
された特定シンボルが対応する遊技機の座席位置であるとき、つまり、特定シンボルが対
応する遊技機で遊技者が遊技中である状況にあるときには、第１種類の遊技機関連情報を
示す態様の第１特定画像が表示され、遊技者の撮像位置が、該識別された特定シンボルが
対応する遊技機の座席位置でないときに、つまり、特定シンボルが対応する遊技機で遊技
者が遊技中でない状況にあるときには、第２種類の遊技機関連情報を示す態様の第２特定
画像が表示されるようになるので、遊技者に対して該遊技者の状況に適した情報を提供す
ることができる。
【０００９】
　本発明の請求項３に記載の携帯端末用アプリケーションプログラムは、
　遊技者（会員遊技者）が携行し、撮像手段（ＣＣＤ撮像部６８）並びに該撮像手段にて
撮像した撮像画像を表示する表示手段（表示部５６）を備え、遊技店内に設置されている
遊技機（パチンコ遊技機１）に関する遊技機情報（台情報）を遊技機関連情報配信装置（
情報配信サーバ１００）から受信する携帯端末（携帯電話端末５）において実行される携
帯端末用アプリケーションプログラム（台情報アプリ）であって、
前記撮像手段により撮像した撮像画像から、前記遊技機に対応して配置される特定シンボ
ル（札７）を識別する特定シンボル識別ステップ（ステップＳｋ３）と、
前記特定シンボル識別ステップにて識別した特定シンボルを特定可能な特定シンボル識別
情報（台情報配信要求）を前記遊技機関連情報配信装置に送信する特定シンボル識別情報
送信ステップ（ステップＳｒ１）と、
前記特定シンボル識別情報の送信に応じて前記遊技機関連情報配信装置から返信される、
該遊技機関連情報配信装置に記憶されている複数種類（お勧めレベル、遊技履歴、台デー
タ、お宝台）の前記遊技機関連情報のうち、該特定シンボル識別情報から特定される特定
シンボルに関連付けられた遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴、台データ、お宝台
の台情報の各特定画像を含む表示情報）を受信する遊技機関連情報受信ステップ（表示情
報受信ステップ）と、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機の座席位置で
あるか否かを判定する判定ステップ（ステップＳｒ７）と、
前記判定ステップにおいて撮像位置が前記識別した特定シンボルが対応する遊技機の座席
位置であると判定したときには、前記遊技機関連情報受信ステップにて受信した遊技機関
連情報として、第１種類（遊技履歴）の遊技機関連情報（勝敗）を示す態様の第１特定画
像（「◎」や「○」や「×」）を前記表示手段に表示されている前記特定シンボルから特
定される位置に表示する一方、前記判定ステップにおいて撮像位置が前記識別した特定シ
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ンボルが対応する遊技機の座席位置でないと判定したとき（例えば、通路位置であると判
定したとき）には、前記第１種類とは異なる第２種類（お勧めレベル）の遊技機関連情報
を示す態様の第２特定画像（お勧め画像１～お勧め画像３）を前記表示手段に表示されて
いる前記特定シンボルの近傍または該特定シンボルから特定される位置に表示する特定画
像表示ステップ（ステップＳｒ９）と、
を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技機関連情報配信装置から、携帯端末にて識別された特定シンボ
ルに関連付けられた複数種類の遊技機関連情報が配信され、遊技者の撮像位置が、該識別
された特定シンボルが対応する遊技機の座席位置であるとき、つまり、特定シンボルが対
応する遊技機で遊技者が遊技中である状況にあるときには、第１種類の遊技機関連情報を
示す態様の第１特定画像が表示され、遊技者の撮像位置が、該識別された特定シンボルが
対応する遊技機の座席位置でないときに、つまり、特定シンボルが対応する遊技機で遊技
者が遊技中でない状況にあるときには、第２種類の遊技機関連情報を示す態様の第２特定
画像が表示されるようになるので、遊技者に対して該遊技者の状況に適した情報を提供す
ることができる。
【００１０】
　本発明の手段１の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１に記載の遊技機関連情報配信システムまたは請求項２に記載の遊技機関連情報配信装
置であって、
　前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）は、
前記特定シンボル（札７）を識別するための特定シンボルデータ（対象島情報）、前記第
１特定画像および前記第２特定画像を表示するための特定画像データ（表示情報に含まれ
る特定画像のデータ）、の少なくとも一方を前記携帯端末（携帯電話端末５）に配信する
携帯使用データ配信手段（ステップＳｈ１、ステップＳｈ１３を実施する部分）を備える
、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、携帯端末において識別できる特定シンボルの態様や、携帯端末にお
いて表示する第１特定画像および第２特定画像の態様を、特定シンボルデータや特定画像
データを配信することで適切なものに更新することができるので、これら適切な特定シン
ボルや、適切な第１特定画像および第２特定画像により遊技関連情報の提供を適切に実施
できる。
【００１１】
　本発明の手段２の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１または手段１に記載の遊技機関連情報配信システムまたは請求項２または手段１に記
載の遊技機関連情報配信装置であって、
　前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）は、
前記第１種類並びに前記第２種類とは異なる第３種類の遊技機関連情報（台データの台情
報）を前記情報配信手段（ステップＳｈ１３を実施する部分）から配信し、
　前記携帯端末（携帯電話端末５）は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が、該特定シンボルが対応する遊技機とは異なる他
の遊技機（隣接するパチンコ遊技機）の座席位置（隣座席）であるときには、前記情報配
信手段から配信された前記第３種類の遊技機関連情報を示す態様の第３特定画像（差玉数
を含む画像）を前記表示手段に表示されている前記特定シンボルから特定される位置に表
示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１特定画像と第２特定画像に加え、撮像位置が識別された特定シ
ンボルが対応する遊技機とは異なる他の遊技機の座席位置であるとき、つまり、遊技者が
特定シンボルが対応する遊技機以外の遊技機で遊技中である状況にあるときには、第３種
類の遊技機関連情報を示す態様の第３特定画像が表示されるようになるので、遊技者の状
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況により適した情報を提供することができる。
【００１２】
　本発明の手段３の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１、手段１、手段２のいずれかに記載の遊技機関連情報配信システムまたは請求項２、
手段１、手段２のいずれかに記載の遊技機関連情報配信装置であって、
　前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）は、
前記特別種別の遊技機関連情報（お宝台の台情報）を前記情報配信手段（ステップＳｈ１
３を実施する部分）から配信し、
　前記携帯端末（携帯電話端末５）は、
前記識別した特定シンボルの撮像位置が所定の特別位置（札７の真下位置）であるときに
は、前記情報配信手段から配信された前記特別種別の遊技機関連情報を示す態様の第４特
定画像（＄＄＄の画像を有する立体タグ）を前記表示手段に表示されている前記特定シン
ボルから特定される位置に表示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、撮像位置が所定の特別位置であるときにおいてのみ、特別種別の遊
技機関連情報を示す態様の第４特定画像が表示されるようになるため、遊技者は、これら
第４特定画像を表示させる特別位置がどの撮像位置であるのかを探索するようになるので
、これら撮像位置の探索を楽しみながら特別種別の遊技機関連情報を取得することができ
る。
【００１３】
　本発明の手段４の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１、手段１、手段２、手段３のいずれかに記載の遊技機関連情報配信システムまたは請
求項２、手段１、手段２、手段３のいずれかに記載の遊技機関連情報配信装置であって、
　前記遊技機関連情報配信装置は、
前記遊技機関連情報とともに、インターネット網上の所定コンテンツ（機種紹介ページ）
にアクセス可能なリンク情報（リンクＵＲＬ）を前記情報配信手段（ステップＳｈ１３を
実施する部分）により配信し、
　前記携帯端末（携帯電話端末５）は、
前記リンク情報とともに配信された遊技機関連情報を示す態様の前記第１特定画像、前記
第２特定画像、前記第３特定画像、前記第４特定画像のいずれかの特定画像（お勧め画像
１～３）に対する操作を受付けるとともに（選択操作受付けステップを実施する部分）、
該操作に応じて前記遊技機関連情報とともに配信された前記リンク情報により前記所定コ
ンテンツにアクセスする（リンクＵＲＬアクセスステップを実施する部分）
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者は、特定画像を選択するのみで該特定画像にリンク付けされ
ている所定コンテンツを取得することができので、遊技者の利便性を向上できる。
【００１４】
　本発明の手段５の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１、手段１、手段２、手段３、手段４のいずれかに記載の遊技機関連情報配信システム
または請求項２、手段１、手段２、手段３、手段４のいずれかに記載の遊技機関連情報配
信装置であって、
　前記遊技機関連情報記憶手段（記憶装置１０５）に記憶された遊技機関連情報（台情報
）は、遊技機を推奨するか否かの推奨情報若しくは遊技機の推奨レベル情報（お勧めレベ
ル）を１の種類の遊技機関連情報として含み、
　前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）は、
各遊技機の前記推奨情報若しくは前記推奨レベル情報に応じて、該推奨情報若しくは推奨
レベル情報を示すための特定画像の態様（お勧め画像１～３）並びに該特定画像の表示対
象とする前記特定シンボルを設定する設定手段（お勧め台設定情報やお宝台情報を管理コ
ンピュータ１０から受信する部分）を備える、
　ことを特徴としている。
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　この特徴によれば、１の種類の遊技機関連情報として推奨情報若しくは遊技機の推奨レ
ベル情報を遊技者に適切に提供できるようになるので、遊技機の稼働支援を適切に実施す
ることができる。
【００１５】
　本発明の手段６の遊技機関連情報配信システムまたは遊技機関連情報配信装置は、請求
項１、手段１、手段２、手段３、手段４、手段５のいずれかに記載の遊技機関連情報配信
システムまたは請求項２、手段１、手段２、手段３、手段４、手段５のいずれかに記載の
遊技機関連情報配信装置であって、
　前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）は、
時間情報を出力可能な時計手段（ＲＴＣ１０４）と、
前記遊技機関連情報記憶手段に記憶されている少なくとも１の種類の遊技機関連情報（お
勧めレベルの台情報）について、該種類の遊技機関連情報のうちから前記情報配信手段（
ステップＳｈ１３を実施する部分）にて配信する遊技機関連情報（お勧め画像１～３）を
決定するための決定条件（「レベル１開示お勧め」や「レベル２開示お勧め」等の配信内
容）と、該決定条件にて決定された遊技機関連情報の配信を開始する開始時期（配信開始
時刻）とが対応付けて記憶された配信スケジュール記憶手段（台情報配信スケジュールテ
ーブル）と、
を備え、
　前記情報配信手段は、
配信時において前記時計手段から出力される時間情報が該当する開始時期に対応付けて前
記配信スケジュール記憶手段に記憶されている決定条件にて決定される前記遊技機関連情
報を配信する（実施例２において、レベル１開示お勧めであればレベル１以上の台の特定
シンボルのみを配信するとともにレベル２開示お勧めであればレベル２以上の台の特定シ
ンボルのみを配信し、実施例１において、レベル１開示お勧めであればお勧め画像２のお
勧め画像データを配信するとともにレベル２開示お勧めであればれお勧め画像３のお勧め
画像データを配信する）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、各時期毎に、配信される遊技機関連情報の内容を変更できるので、
例えば営業中における各時期に応じた適切な遊技機関連情報の提供を行うことができる。
【００１６】
　本発明の手段７の遊技機関連情報配信システムは、請求項１または手段１～手段６のい
ずれかに記載の遊技機関連情報配信システムであって、
　前記携帯端末（携帯電話端末５）は、
前記特定シンボル（札７）の識別において該特定シンボルとの距離を特定し（ステップＳ
ｋ４を実施する部分）、該特定した距離に応じた大きさの前記第１特定画像、前記第２特
定画像、前記第３特定画像、前記第４特定画像のうちの少なくとも１の特定画像を表示す
る（ステップＳｒ９において特定画像の大きさを調整する部分）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、前記第１特定画像、前記第２特定画像、前記第３特定画像、前記第
４特定画像のうちの少なくとも１の特定画像が、対応する特定シンボルとの距離に応じた
大きさにて表示されるようになるので、特定画像が対応する特定シンボルや該特定シンボ
ルが対応する遊技機の位置を特定し易くなる。
【００１７】
　本発明の手段８の携帯端末用アプリケーションプログラムは、請求項３に記載の携帯端
末用アプリケーションプログラムであって、
　前記携帯端末用アプリケーションプログラム（台情報アプリ）は、
前記特定シンボル（札７）を識別するための特定シンボルデータ（対象島情報）、前記第
１特定画像および前記第２特定画像を表示するための特定画像データ（表示情報に含まれ
る特定画像のデータ）、の少なくとも一方を前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サー
バ１００）から受信する携帯使用データ受信ステップ（対象島情報受信ステップや表示情
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報受信ステップ）を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、携帯端末において識別できる特定シンボルの態様や、携帯端末にお
いて表示する第１特定画像および第２特定画像の態様を、特定シンボルデータや特定画像
データを配信することで適切なものに更新することができるので、これら適切な特定シン
ボルや、適切な第１特定画像および第２特定画像により遊技関連情報の提供を適切に実施
できる。
【００１８】
　本発明の手段９の携帯端末用アプリケーションプログラムは、請求項３並びに手段８に
記載の携帯端末用アプリケーションプログラムであって、
　前記携帯端末用アプリケーションプログラム（台情報アプリ）は、
遊技機関連情報受信ステップ（表示情報受信ステップ）においては、前記第１種類並びに
前記第２種類とは異なる第３種類の遊技機関連情報（台データの台情報）を前記遊技機関
連情報配信装置（情報配信サーバ１００）から受信し、
前記判定ステップ（ステップＳｒ７）においては、前記識別した特定シンボルの撮像位置
が、該特定シンボルが対応する遊技機とは異なる他の遊技機（隣接するパチンコ遊技機）
の座席位置（隣座席）であるか否かをさらに判定し、
前記特定画像表示ステップにおいては、前記判定ステップにて前記識別した特定シンボル
の撮像位置が該特定シンボルが対応する遊技機とは異なる他の遊技機の座席位置であると
判定したときには、受信した前記第３種類の遊技機関連情報を示す態様の第３特定画像（
差玉数を含む画像）を前記表示手段に表示されている前記特定シンボルから特定される位
置に表示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、第１特定画像と第２特定画像に加え、撮像位置が識別された特定シ
ンボルが対応する遊技機とは異なる他の遊技機の座席位置であるとき、つまり、遊技者が
特定シンボルが対応する遊技機以外の遊技機で遊技中である状況にあるときには、第３種
類の遊技機関連情報を示す態様の第３特定画像が表示されるようになるので、遊技者の状
況により適した情報を提供することができる。
【００１９】
　本発明の手段１０の携帯端末用アプリケーションプログラムは、請求項３、手段８、手
段９のいずれかに記載の携帯端末用アプリケーションプログラムであって、
　前記携帯端末用アプリケーションプログラム（台情報アプリ）は、
遊技機関連情報受信ステップにおいては、特別種別の遊技機関連情報（お宝台の台情報）
を前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）から受信し、
前記判定ステップ（ステップＳｒ７）においては、前記識別した特定シンボルの撮像位置
が所定の特別位置（札７の真下位置）であるか否かをさらに判定し、
前記特定画像表示ステップ（ステップＳｒ９）においては、前記識別した特定シンボルの
撮像位置が所定の特別位置であると判定したときには、受信した前記特別種別の遊技機関
連情報を示す態様の第４特定画像（＄＄＄の画像を有する立体タグ）を前記表示手段に表
示されている前記特定シンボルから特定される位置に表示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、撮像位置が所定の特別位置であるときにおいてのみ、特別種別の遊
技機関連情報を示す態様の第４特定画像が表示されるようになるため、遊技者は、これら
第４特定画像を表示させる特別位置がどの撮像位置であるのかを探索するようになるので
、これら撮像位置の探索を楽しみながら特別種別の遊技機関連情報を取得することができ
る。
【００２０】
　本発明の手段１１の携帯端末用アプリケーションプログラムは、請求項３、手段８、手
段９、手段１０のいずれかに記載の携帯端末用アプリケーションプログラムであって、
　前記携帯端末用アプリケーションプログラムは、
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遊技機関連情報受信ステップにおいては、前記遊技機関連情報とともに、インターネット
網上の所定コンテンツ（機種紹介ページ）にアクセス可能なリンク情報（リンクＵＲＬ）
を前記遊技機関連情報配信装置（情報配信サーバ１００）から受信し、
前記リンク情報とともに配信された遊技機関連情報を示す態様の前記第１特定画像、前記
第２特定画像、前記第３特定画像、前記第４特定画像のいずれかの特定画像（お勧め画像
１～３）に対する操作を受付けるアクセス操作受付けステップ（選択操作受付けステップ
）と、
前記アクセス操作受付けステップにて操作を受付けたことに応じて前記遊技機関連情報と
ともに配信された前記リンク情報により前記所定コンテンツにアクセスするコンテンツア
クセスステップ（リンクＵＲＬアクセスステップ）と、
を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、遊技者は、特定画像を選択するのみで該特定画像にリンク付けされ
ている所定コンテンツを取得することができので、遊技者の利便性を向上できる。
【００２１】
　本発明の手段１２の携帯端末用アプリケーションプログラムは、請求項３、手段８、手
段９、手段１０、手段１１のいずれかに記載の携帯端末用アプリケーションプログラムで
あって、
　前記携帯端末用アプリケーションプログラム（台情報アプリ）は、
前記特定シンボル識別ステップにおいて、識別する特定シンボルとの距離を特定し（ステ
ップＳｋ４を実施する部分）、
前記特定画像表示ステップ（ステップＳｒ９）においては、前記特定シンボル識別ステッ
プにおいて特定した距離に応じた大きさの前記第１特定画像、前記第２特定画像、前記第
３特定画像、前記第４特定画像のいずれかの特定画像を表示する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、前記第１特定画像、前記第２特定画像、前記第３特定画像、前記第
４特定画像のうちの少なくとも１の特定画像が、対応する特定シンボルとの距離に応じた
大きさにて表示されるようになるので、特定画像が対応する特定シンボルや該特定シンボ
ルが対応する遊技機の位置を特定し易くなる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】実施例における遊技関連情報配信システムを示すシステム構成図である。
【図２】実施例に用いた携帯電話端末の屋内位置を特定して会員の移動状況を管理するシ
ステムの構成を示す図である。
【図３】実施例に用いたパチンコ遊技機とカードユニットを示す正面図である。
【図４】実施例に用いた携帯電話端末の構成例を示すブロック図である。
【図５】実施例に用いた配信サーバの構成例を示すブロック図である。
【図６】（ａ）は、実施例に用いた管理コンピュータにおける会員情報テーブルを示す図
であり、（ｂ）は、実施例に用いた管理コンピュータにおける会員別遊技履歴テーブルを
示す図であり、（ｃ）は、実施例に用いた管理コンピュータにおけるユニット管理テーブ
ルを示す図である。
【図７】（ａ）は、実施例に用いた配信サーバにおける遊技場別台データテーブルを示す
図であり、（ｂ）は、実施例に用いた配信サーバにおける遊技場別会員遊技履歴テーブル
を示す図である。
【図８】実施例に用いた配信サーバにおける遊技場別会員テーブルを示す図である。
【図９】実施例に用いた配信サーバにおける台情報画像テーブルを示す図である。
【図１０】実施例に用いた配信サーバにおける遊技機テーブルを示す図である。
【図１１】実施例に用いた台情報配信スケジュールテーブルを示す図である。
【図１２】実施例に用いた遊技島の一例を示す外観斜視図である。
【図１３】実施例に用いた携帯電話端末に台情報アプリをダウンロードする際の流れを示
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す図である。
【図１４】実施例に用いた携帯電話端末が会員移動管理コンピュータから対象島情報を取
得する流れを示す図である。
【図１５】実施例に用いた台情報アプリが、携帯電話端末の機能に応じて対象島情報を取
得する流れを示す図である。
【図１６】実施例に用いた台情報アプリが、お勧め画像を表示する流れを示す図である。
【図１７】実施例に用いた台情報アプリが、立体タグ表示処理を実施して立体タグを表示
する流れを示す図である。
【図１８】（ａ）～（ｃ）は、実施例に用いた携帯電話端末における表示の遷移状況を示
す図である。
【図１９】実施例に用いた台情報アプリの構成を示す図である。
【図２０】実施例に用いた台情報アプリの拡張現実機能を示す説明図である。
【図２１】実施例に用いた台情報アプリの拡張現実機能による立体タグを示す説明図であ
る。
【図２２】（ａ）～（ｄ）は、各状況の遊技者の携帯電話端末における表示例を示す図で
ある。
【図２３】（ａ）～（ｄ）は、各状況の遊技者の携帯電話端末におけるその他の形態の表
示例を示す図である。
【図２４】（ａ）、（ｂ）は、携帯電話端末における表示形態例を示す図である。
【図２５】その他の形態の遊技機テーブルを示す図である。
【図２６】その他の形態の特定シンボルを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　本発明に係る情報配信装置を実施するための形態を実施例に基づいて以下に説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１は、本実施例の遊技関連情報配信装置である配信サーバ１００を備える遊技関連情
報配信システムを示すシステム構成図であり、本実施例の遊技関連情報配信システムは、
図１に示すように、遊技者が携行所持する携帯電話端末５と、インターネット網並びに携
帯電話通信網を介して該携帯電話端末５に接続され、各携帯電話端末５に対して種々の遊
技関連情報（台情報）を配信する配信サーバ１００とから主に形成されている。
【００２５】
　また、配信サーバ１００は、該配信サーバ１００を運営する運営機関と台情報の配信サ
ービス契約をしている各遊技場に設置された管理コンピュータ１０と通信回線を介して双
方向のデータ通信可能に接続されており、これら管理コンピュータ１０から当該遊技場に
おいて会員登録した会員の会員情報、会員の遊技履歴、当該遊技場に設置されている各パ
チンコ機２の台データや、配信サーバ１００において配信する台情報となるお勧め台に設
定する遊技機の情報（お勧め台設定情報）や配信スケジュール等の各種情報を配信サーバ
１００に送信（アップロード）できるようになっている。
【００２６】
　尚、本実施例では、管理コンピュータ１０と配信サーバ１００とをセキュリティの面を
考慮して通信回線を用いて接続しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、こ
れら管理コンピュータ１０と配信サーバ１００とをインターネット網等を介して接続する
ようにしても良い。
【００２７】
　また、管理コンピュータ１０は、図１２に示すように、それぞれの遊技場に複数設けら
れた遊技島２の両面に設置されている遊技機の一例であるパチンコ遊技機１に接続されて
、各遊技機の台データを収集、管理可能とされているともに、各パチンコ遊技機１の釘調
整のデータも管理されている。尚、遊技機としてスロットマシンも存在する場合には、こ
れら釘調整のデータに加えてスロットマシンの設定値のデータを管理するようにすれば良
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い。
【００２８】
　尚、遊技島２には、図１２に示すように、所定数のパチンコ遊技機１が並列設置されて
いるとともに、各パチンコ遊技機１の間には、遊技媒体となるパチンコ玉を、現金やプリ
ペイドカードを使用して貸し出すためのカードユニット３が設置されている。
【００２９】
　また、並設される各パチンコ遊技機１の上部位置に設けられた呼び出しランプ４の側部
位置には、会員遊技者が所持する携帯電話端末５においてお勧め台、遊技履歴、台データ
、お宝台を表示するための特定シンボルとなるローマ数字が印刷された札７を挿着するた
めの挿着部６が設けられており、該挿着部６に札７を挿着することで、遊技中の遊技者の
上方空間において、遊技島２間の通路側に札７が突出する状態となるため、個々のパチン
コ遊技機１の近く（例えば正面等）に移動しなくても、遊技島２の端部側から、各パチン
コ遊技機１に対応する各札７を、携帯電話端末５にて撮像できるようになっている。
【００３０】
　本実施例では、これら札７の形状は、いずれの遊技場でも同一の形状となる前方後円形
状とされているとともに、その両面に印刷されたローマ数字としては、通常数値の１と誤
認し易い「Ｉ」を除いて、「II」から始まる数字列を使用している。また、各遊技島２の
設置面においては、遊技島２の一端から他端方向に向けて台番号が順次大きくなるように
遊技機が設置されており、各設置面に設置されている遊技機のうち、最も小さい台番号か
ら順に、ローマ数字の「II」、「III」、「IV」…の各札が順に配置されている。
【００３１】
　尚、これらローマ数字の形態は、遊技場毎に異なっており、例えば、１の遊技場では、
ローマ数字が上下方向に正しく印刷されているのに対し、他の遊技場では、例えば図１０
に示すように、ローマ数字の上下方向が、札７の左右方向となるように印刷されることで
、特定シンボルが個々の遊技場で固有な形態とされており、仮に他の遊技場の特定シンボ
ルの情報が誤って配信されたとしても、該特定シンボルが誤って配信された他の遊技場に
おいて識別されてしまい、誤ったお勧め画像が表示されてしまうことによる不都合の発生
を回避できるようになっている。
【００３２】
　また、遊技島２の端部側面２’には、図１２に示すように、パチンコ遊技機１が並設さ
れる各設置面毎に、当該遊技島２と設置面とを特定するための情報である後述する島ＩＤ
と、当該遊技場の遊技場ＩＤとがシンボル化された２次元バーコード１１や、これら島Ｉ
Ｄと遊技場ＩＤとが読み出し可能に記憶された非接触ＩＣを内在する非接触ＩＣタグ１２
が設けられており、これら２次元バーコードの読み取り、或いは、非接触ＩＣタグ１２を
読み取ることで、台情報の表示対象とする遊技島と設置面とを特定するための対象島情報
を、無線ＬＡＮ機能を有しないことで会員移動管理システムを使用できない携帯電話端末
であっても、取得できるようになっている。
【００３３】
　また、２次元バーコード１１は、端部側面２’のみではなく、パチンコ遊技機１が並設
される各設置面の上部位置にも、図１２に示すように設けられており、遊技島２の端部に
移動することなく、遊技島２間の通路上においても２次元バーコード１１’の読み取りを
実施できるようになっている。尚、これら２次元バーコード１１’と同様に、非接触ＩＣ
タグ１２’を配置するようにしても良い。
【００３４】
　また、各遊技場には、図２に示すように、会員遊技者の現在位置を特定するとともに、
該特定した現在位置の履歴に基づいて会員の移動を管理する会員移動管理コンピュータ１
５と、該会員移動管理コンピュータ１５に有線ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）を
介して接続された無線ＬＡＮ端末２０、２１ａ～２１ｃとからなる会員移動管理システム
も設置されており、遊技場内において後述する台情報アプリケーションプログラム（以下
台情報アプリと略称する）が起動されていて、無線ＬＡＮ通信機能を有する携帯電話端末
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５の遊技場内での位置が、ＧＰＳ (Global Positioning System)の電波が届きにくい屋内
である遊技場内においても高精度に特定されることにより、会員遊技者が携帯電話端末５
に搭載されているカメラで撮影している遊技島である対象島が、該会員移動管理システム
によって特定されるようになっている。
【００３５】
　本実施例の管理コンピュータ１０は、当該遊技場において使用される会員カード若しく
はプリペイドカード（ビジターカード）に記憶されている、各カードを個々に識別可能な
（会員）カードＩＤに対応付けて、当該会員カード若しくはプリペイドカードに残存する
プリペイド残額を記憶するカード管理テーブル（図示略）を有しており、該カード管理テ
ーブルにおいて各会員カード並びに各プリペイドカードに残存するプリペイド残額が管理
されている。
【００３６】
　また、本実施例の管理コンピュータ１０には、図６に示すように、当該遊技場で会員登
録の申し込みをした会員遊技者を管理するための会員情報テーブルや、各会員遊技者の遊
技履歴を管理するための会員別遊技履歴テーブルや、遊技場内に設置されているカードユ
ニット３と該カードユニット３が対応するパチンコ機１とを管理するためのユニット管理
テーブルとが記憶されている。
【００３７】
　会員情報テーブルには、図６（ａ）に示すように 、当該遊技場で会員登録した会員に
固有に付与され、当該会員に対して発行された会員カードに記憶されている会員ＩＤに対
応付けて、本人確認情報となる暗証番号、来店ポイント、ランクや、氏、名、や年齢等の
会員遊技者の属性情報が記憶されている。
【００３８】
　会員別遊技履歴テーブルには、図６（ｂ）に示すように、各会員の会員ＩＤに対応付け
て、当該会員が遊技した日付、遊技したパチンコ機１の台番号、遊技開始並びに終了時間
（時刻）、始動回数、大当り回数、確変回数、打込玉数、賞球数、支出金額等の遊技履歴
が記憶されて管理される。
【００３９】
　また、ユニット管理テーブルには、図６（ｃ）に示すように、遊技場内に設置された各
カードユニット３（図１２参照）に固有に付与された装置ＩＤに対応付けて、カードユニ
ット３のローカルＩＰアドレスが格納されるローカルＩＰと、当該カードユニット３が設
置されている遊技島の島番号が格納される設置島と、当該カードユニット３が待機中また
は受付中であるかが格納される状況と、当該カードユニット３が対応するパチンコ機１の
機種名が格納される対応機種名と、該対応するパチンコ機１の台番号が格納される対応台
番号と、会員カードを受付け中の場合には受付け中の会員カードの会員ＩＤが格納される
受付会員ＩＤと、対応するパチンコ機１における営業開始時点からの各種台データとが記
憶されており、これら台データとしては、総始動回数、大当り回数、確変回数、総打込玉
数、総賞球数、差玉数、並びに各大当りが発生する間における特図可変表示部２８におけ
る始動回数である大当間始動回数１、大当間始動回数２…が記憶されており、これら台デ
ータは、後述する各カードユニット３から送信されるデータに基づいて逐次更新される。
【００４０】
　ここで、本実施例に用いたパチンコ機１とカードユニット３について図３に基づいて簡
単に説明する。
【００４１】
　パチンコ機１は、図３に示すように、額縁状に形成されたガラス扉枠２２を有し、該ガ
ラス扉枠２２の下部表面には打球供給皿２３がある。打球供給皿２３の上面所定箇所には
、操作部１４が設けられているとともに、打球供給皿２３の下部には、打球供給皿２３か
ら溢れた景品玉を貯留する余剰玉受皿２４と打球を発射する打球操作ハンドル（以下操作
ノブ）２５とが設けられている。
【００４２】
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　前記操作部１４の上面には、図示しないが、対応するカードユニット３において会員カ
ード或いはプリペイドカードより読み出されたカードＩＤ並びにプリペイド残額データに
基づくプリペイド残額が表示される残額表示器や、遊技の開始または打球供給皿２３に持
玉が少なくなったか或いは無くなった際に押圧操作されることで、残額表示器にプリペイ
ド残額が存在する場合に所定数量のパチンコ玉の貸出がパチンコ機１より実施される貸出
ボタンスイッチや、遊技の終了時にてカードユニット３に受付中の会員カードやプリペイ
ドカードを返却させるための返却ボタンスイッチ等が設けられており、これら各部は操作
部１４内部に設けられている操作基板上に実装されているとともに、該操作基板とカード
ユニット３とが電気的に接続されている。
【００４３】
　ガラス扉枠２２の後方には、遊技盤２６が着脱可能に取付けられている。また、遊技盤
２６の前面には遊技領域２７が設けられている。この遊技領域２７の向かって右側の下方
領域に「特別図柄」と呼ばれる複数種類の識別情報が可変表示される特図可変表示部２８
と、その中央付近には、「演出図柄」と呼ばれる複数種類の識別情報が可変表示されると
ともに演出映像が表示される演出表示部２９と、「普通図柄」と呼ばれる複数種類の識別
情報が可変表示される可変表示装置３０とが設けられている。また遊技盤２６には、複数
の入賞口４４や通過ゲート３１、始動入賞口３４、可変入賞球装置３６が設けられている
とともに、遊技領域２７の下部には、入賞しなかった打込玉を回収するアウト口４６が形
成されている。
【００４４】
　これら各入賞口に打玉が入賞した場合には、各入賞口に応じた賞球が図示しない玉切り
払い出し装置により払い出されるとともに、該玉切り払い出し装置により払い出された賞
球数に応じた賞球信号（１０玉に１パルス）が外部に出力されることで、賞球数が外部（
カードユニット３）に通知される。
【００４５】
　前記打球操作ノブ２５の操作によって揺動されるハンマー（図示略）によって発射され
た打玉は、打球レールを通って遊技領域２７に入り、その後、遊技領域２７を流下してい
く。この際、発射勢いが弱すぎて前記遊技領域２７に達しなかったパチンコ玉は、環流経
路（図示略）を通じて余剰玉受皿２４に環流されるようになっている。
【００４６】
　また、遊技領域２７に打ち込まれた打込玉が通過ゲート３１を通過すると、可変表示装
置３０に停止表示されている普通図柄が可変開始する。
【００４７】
　可変表示装置３０の可変表示動作後の表示結果が予め定められた特定の表示結果（たと
えば７）となった場合に、始動入賞口３４に設けられた可動片３５が所定時間開成して遊
技者にとって有利な状態となる。
【００４８】
　また、始動入賞口３４にパチンコ玉が入賞すると、特図可変表示部２８において全特別
図柄が可変表示（変動表示）を開始するとともに、演出表示部２９において演出表示が開
始される。そして、その後、特図可変表示部２８における特別図柄が停止し、その停止表
示結果が予め定められた特定の表示態様となった場合には、演出表示部２９における左、
中、右の演出図柄の可変表示も停止し、その演出図柄の表示態様も予め定められた特定の
表示態様（たとえば７７７）とされることで、特定遊技状態（大当り状態）が発生すると
ともに、大当り中信号が出力状態とされることで、該大当りの発生が外部に通知される。
【００４９】
　また、特図可変表示部２８における特別図柄が停止したときに、所定パルス幅の始動信
号が出力され、特図可変表示部２８における特別図柄の可変表示（変動表示）が実施され
たことが外部（カードユニット３）に通知される。
【００５０】
　このように大当り状態が発生した場合には、可変入賞球装置３６に設けられた開閉板４
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０が開成して遊技者にとって有利な第１の状態となる。この第１の状態は、所定期間（た
とえば３０秒間）の経過または打玉の所定個数（たとえば１０個）の入賞のうちいずれか
早い方の条件が成立することにより終了し、その後、遊技者にとって不利な第２の状態と
なる。
【００５１】
　そして該第１の状態となっている可変入賞球装置３６の大入賞口内に進入した打玉が特
定入賞領域（Ｖポケット）に入賞して図示しないＶカウントスイッチにより検出されれば
、その回の第１の状態の終了を待って前記第２の状態から前記第１の状態に制御する繰返
し継続制御が行なわれる。この繰返し継続制御の上限回数は例えば８回や１０回や１５回
と定められている。
【００５２】
　特図可変表示部２８の表示結果並びに演出可変表示部２９の演出図柄の表示結果が予め
定められた大当り図柄の組合せで停止表示されたときには前述したように大当りが発生す
るが、これら大当り図柄に停止表示される以前の状態において、リーチ状態が発生する場
合がある。
【００５３】
　特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９で可変表示された特別図柄並びに演出図
柄が所定の確率変動図柄の種類に一致した図柄の組合せで停止表示されたときには、前記
繰返し継続制御による「大当り」の終了後に、再度大当りとなる確率が通常の確率状態よ
りも高い確率状態となる確率変動状態となるようになっており、これら確率変動図柄での
大当りを通常の大当りと区別して「確変大当り」と呼称し、これら確変大当り終了後にお
ける確率変動状態中において、確変中信号が出力状態とされることで、該確率変動状態の
発生が外部（カードユニット３）に通知される。
【００５４】
　また、特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９で可変表示された特別図柄並びに
演出図柄が所定の確率変動図柄以外の図柄の組合せで停止表示されたときには、前記繰返
し継続制御による「大当り」の終了後に、特図可変表示部２８並びに演出可変表示部２９
で可変表示が所定回数に達するか或いは次の大当りが発生するまでの間、特図可変表示部
２８における特別図柄および演出可変表示部２９における演出図柄の可変表示時間（変動
時間）が通常遊技状態よりも短縮される時短状態となるようになっており、これら時短状
態中において、時短中信号が出力状態とされることで、該時短状態の発生が外部に通知さ
れる。
【００５５】
　本実施例のパチンコ機１には、これら各信号を外部出力するための図示しない情報出力
基板が搭載されており、該情報出力基板とカードユニット３とが、図示しない信号ケーブ
ルを介して接続されており、情報出力基板からは、大当り中信号、確変中信号、時短中信
号、始動信号、賞球信号からなる外部出力信号が、信号ケーブルを介してカードユニット
３に出力される。
【００５６】
　ここで、大当り中信号は大当り状態の期間中において出力状態とされる信号であり、確
変中信号は確変状態の期間中においてのみ出力状態とされる信号であり、時短中信号は時
短状態の期間中においてのみ出力状態とされる信号であり、始動信号は、特図可変表示部
２８の表示結果が全て導出表示されて可変表示が終了した際に出力される所定幅のパルス
信号であり、賞球信号は、所定玉数（本実施例では１０玉）が払い出される毎に出力され
る所定幅のパルス信号である。
【００５７】
　尚、信号ケーブルの一部は、パチンコ機１の下方に、パチンコ機１において遊技に使用
されたパチンコ玉を計数するために設けられているアウト球計数器１６（図３参照）にも
接続されており、アウト球計数器１６において所定球数（本実施例では１０玉）のアウト
玉（打込玉）数が計数される毎に所定時間幅のパルスとして出力されるアウト玉計数信号
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が、該信号ケーブルを介してカードユニット３に出力される。
【００５８】
　次に、本実施例のカードユニット３について簡潔に説明すると、本実施例のカードユニ
ット３の前面には、図３に示すように、フルカラーＬＥＤにより構成され、複数の色に点
灯することによりカードユニット３の状態等を報知可能とされた多機能ランプ３０１等の
各種表示部と、紙幣を挿入するための紙幣挿入口３０２、装置前面より装置前方側に突出
形成された突出部３０５、会員カードやプリペイドカードを挿入するためのカード挿入口
３０９が設けられている。
【００５９】
　カードユニット３の前面に設けられたカード挿入口３０９は、カードユニット３の下方
位置に内蔵されるカードリーダライタ３２７のカードスロットに連通されており、このカ
ード挿入口３０９を介してプリペイドカードや会員カードをカードスロットに挿入可能と
されている。
【００６０】
　この本実施例に使用されるプリペイドカード並びに会員カードには、種々のデータを記
憶するための不揮発性メモリと、これら記録情報の書き換えや読み出しを実施するととも
に、外部のリーダライタ装置との非接触通信を実施する制御部とを有するＩＣチップが搭
載されたＩＣカードを使用しており、これらプリペイドカード並びに会員カードには、個
々のカードを識別可能なカードＩＤ、具体的には、プリペイドカードにはＪＧＶＣで始ま
るカードＩＤが、会員カードには、ＪＧＫＣ始まる会員カードＩＤが予め記憶されていて
、その種別がカードＩＤから識別可能とされているとともに、プリペイド残額を直接的に
特定可能なプリペイド残額データ等の各種データが記憶されている。尚、本実施例のプリ
ペイドカードは、遊技場内に設置された図示しない発行機にて、購入、発行される。
【００６１】
　一方、会員カードには、各会員を個々に識別可能な会員識別情報となる会員ＩＤが記録
されており、これら会員ＩＤに対応付けて、当該会員遊技者の会員カードがカードユニッ
ト３に挿入されている期間の遊技情報による遊技履歴が管理コンピュータ１０において管
理（記憶）される。
【００６２】
　カードユニット３の前面には、前方に突出する態様にて突出部３０５が設けられている
。該突出部３０５において、遊技者と対向する面には、図３に示すように、各種情報を表
示可能な表示部３１２と、メインメニュー画面を表示させるためのメニューボタン３１６
と、台データを表示させるための台データボタン３１８と、会員カードを受付けた場合に
おいて、該会員カードに記録された会員カードＩＤ並びに会員ＩＤにより特定される貯玉
数を用いた再プレイ遊技を実施するための再プレイボタン３１９と、再プレイボタン３１
９の操作が有効であることを報知するための再プレイ表示部３２０とが設けられており、
該表示部３１２の表面には、表示部３１２に表示された各表示項目を指触により入力可能
とするための透明タッチパネル３１４が設けられている。
【００６３】
　また、該突出部３０５内部には、表示部３１２を成す後述する液晶表示器３１３や各ボ
タンに対応するスイッチや、液晶表示器３１３の表示制御や、透明タッチパネル３１４に
よる入力位置検出等を実施する表示制御マイコン等が実装された表示制御基板３２９が格
納されている。
【００６４】
　また、カードユニット３内の上部位置には、紙幣挿入口３０２に連設され、該紙幣挿入
口３０２に投入された紙幣を取り込んでその真贋や紙幣種別の識別を実施し、その識別結
果を装置略中央部に設けられている後述する制御ユニット３２８に出力する紙幣識別ユニ
ット３２１が設けられており、該紙幣識別ユニット３２１にて各種紙幣（１万円、５千円
、２千円、千円の各紙幣）の受付が可能とされている。
【００６５】
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　カードリーダライタ３２７は、カード挿入口３０９から挿入される会員カード或いはプ
リペイドカードに記録されている（会員）カードＩＤや、会員ＩＤ（会員カードのみ）、
プリペイド残額データ等の記録情報の読み出し並びに書き込みを行う。
【００６６】
　制御ユニット３２８は、前述した管理コンピュータ１０双方向のデータ通信が可能とさ
れているとともに、パチンコ玉の貸出に伴う各種の信号の授受を、パチンコ機１に設けら
れている図示しない賞球制御基板との間において実施可能に接続され、さらに、信号ケー
ブルを介して、パチンコ機１の情報出力基板と接続されることで、大当り中信号等の各種
の外部出力信号が入力可能とされていて、対応するパチンコ機２における営業開始時点か
らの始動回数、大当り回数、確変回数、払出玉数等の遊技情報（台データ）が集計され、
該集計された（台データ）が表示部３１２に表示されるともに、その先頭に台データを含
む送信データ列であることを示す特定のデータヘッダと、当該カードユニット３の装置Ｉ
Ｄと、対応するパチンコ機２の台番号とが付与された所定フォーマットの送信データ列と
して管理コンピュータ１０に送信されることで、管理コンピュータ１０において各パチン
コ機１の台データ等がユニット管理テーブルにて管理される。
【００６７】
　本実施例の制御ユニット３２８は、制御プログラムを実行可能な中央演算処理回路（Ｃ
ＰＵ）や、カードリーダライタ３２７に受付け中のプリペイドカードや会員カードの（会
員）カードＩＤ並びにプリペイド残額や、対応するパチンコ機１の台データ等の各種のデ
ータを記憶可能なＲＡＭや、中央演算処理回路（ＣＰＵ）が実行する制御プログラムや、
当該カードユニット３の装置ＩＤを含む設定情報等の各種のデータを書き換え記憶可能な
不揮発性メモリであるＥＥＰＲＯＭや、その時点の時刻情報やカレンダ情報等を出力可能
なリアルタイムクロック（ＲＴＣ）等を含む。
【００６８】
　また、制御ユニット３２８には、前述したように、対応するパチンコ機２の操作部１４
に設けられた残額表示器や、貸出ボタンの操作を検知する貸出ボタンスイッチや、受付け
中の会員カードやプリペイドカードを返却させる際に操作される返却ボタンの操作を検知
する返却ボタンスイッチが接続されており、貸出ボタンの操作や返却ボタンの操作を検知
できるとともに、これら残額表示器の表示制御を実施する。
【００６９】
　制御ユニット３２８は、カード挿入口３０９にプリペイドカードまたは会員カードが新
たに挿入されたときには、該挿入されたプリペイドカードまたは会員カードに記録されて
いる（会員）カードＩＤとプリペイド残額データを含む記憶データをカードリーダライタ
３２７にて読み出して、該読み出した（会員）カードＩＤとプリペイド残額データを含む
照合要求を管理コンピュータ１０に対して送信して、該カード管理コンピュータ１０にお
いて（会員）カードＩＤに対応付けて管理されているプリペイド残額と挿入されたプリペ
イドカードまたは会員カードから読み出したプリペイド残額データによるプリペイド残額
とが一致するか否かを照合させ、照合結果が「照合ＯＫ」であることを条件に、該プリペ
イド残額データによるプリペイド残額を残額表示器に表示して、該プリペイド残額のパチ
ンコ玉の貸出しへの使用を可能とする。
【００７０】
　尚、「照合ＯＫ」となったカードが会員カードである場合には、その時間を遊技開始時
間として記憶するとともに、対応するパチンコ機１における台データ（始動回数、大当り
回数、確変回数、打込玉数、賞球数等）の集計を開始する。
【００７１】
　そして、残額表示器にプリペイド残額が表示された後、遊技者が貸出ボタンの操作を実
施した場合には、該遊技者による貸出ボタンの操作が制御ユニット３２８により検出され
ることで、制御ユニット３２８は貸出ボタンの操作有りと判断して貸出処理を実施する。
【００７２】
　この貸出処理においては、挿入された会員カード或いはプリペイドカードから読み出し
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てＲＡＭに記憶しているプリペイド残額が、対応するパチンコ機２における払出単位であ
る２５球に相当する１度数＝１００円未満であるか否かを判定し、プリペイド残額が１度
数＝１００円以上であって貸出処理の使用度数として予め設定されている５度数以上であ
れば、５度数（５００円）分に相当する１２５玉の払出を、対応するパチンコ機２に実施
させ、５度数未満であれば、プリペイド残額の範囲内における最大の度数（例えば４２０
円であれば４度数）の払出を、対応するパチンコ機１に実施させる。
【００７３】
　尚、この際、ＲＡＭに記憶しているプリペイド残額から使用度数に応じた金額を減算更
新する（受付け中の会員カード或いはプリペイドカードに記憶されているプリペイド残額
も減算更新される）とともに、使用金額データと（会員）カードＩＤと装置ＩＤとを含む
貸出完了通知を管理コンピュータ１０に送信して、管理コンピュータ１０において当該（
会員）カードＩＤに対応して管理されているプリペイド残額から、使用金額を減算更新さ
せるとともに、該カードユニット３にて使用された使用金額に、該使用度数に応じた金額
を加算更新させる。
【００７４】
　これらプリペイド残額が貸出処理への使用により少なくなった場合には、紙幣挿入口３
０２に紙幣を挿入することで、受付け中の会員カードやプリペイドカードのプリペイド残
額に入金（追加入金）することができる。
【００７５】
　そして、遊技者が遊技を終了する際に返却ボタンを押下した場合には、制御ユニット３
２８により返却処理が実施されて、受付け中のプリペイドカードまたは会員カードがカー
ド挿入口３０９から排出されて返却される。
【００７６】
　この際、制御ユニット３２８は、該プリペイドカードまたは会員カードの受付け時と同
様に、返却するプリペイドカードまたは会員カードの（会員）カードＩＤと当該カードユ
ニット３の装置ＩＤとを含むカード返却通知を管理コンピュータ１０に対して送信すると
ともに、返却したカードが会員カードである場合には、該会員カードの受付け時に集計を
開始した会員遊技履歴データを、返却した会員カードの会員ＩＤとともに管理コンピュー
タ１０に送信することで、該会員遊技履歴が、管理コンピュータ１０に会員別遊技履歴テ
ーブル（図６（ｂ）参照）に記憶されることで、各会員の遊技履歴が管理コンピュータ１
０において管理される。
【００７７】
　ここで、本実施例に用いた携帯電話端末５について説明すると、携帯電話端末５は、通
常の無線による通話機能に加えて、携帯電話会社（キャリア）の基地局並びにゲートウェ
イサーバを介してインターネット網に接続できるインターネット接続機能や、カメラ機能
、前記無線ＬＡＮ端末２０、２１ａ～２１ｃとの無線ＬＡＮ通信機能や、ＧＰＳ機能、非
接触ＩＣカード機能を有している。
【００７８】
　この本実施例に用いた携帯電話端末５の構成について、図４に基づいてより詳細に説明
する。図４において、音声入力部５１は、マイク６５からのアナログ音声信号をディジタ
ル信号に変換するための部位であり、マイクアンプ、フィルタ、Ａ／Ｄ変換器、等で構成
される。音声出力部５２は、受信したディジタル音声信号に基づいてスピーカ６６または
イヤレシーバ６７を駆動するための部位であり、Ｄ／Ａ変換器、フィルタ、スピーカアン
プ、等で構成される。ディジタル信号処理部５３は、ディジタル音声信号のエンコード、
および、ディジタル音声信号へのデコードを行うための部位（通信信号処理部）であり、
ＤＳＰ(Digital Signal Processor)を中心とした畳み込み符号化、スロットインターリー
ブ、遅延検波、畳み込み復号化、等の各種専用回路で構成される。
【００７９】
　また、ＲＦ入出力部５４は、電話機用アンテナ６２を介して携帯電話会社の基地局と高
周波電波の送受信を行う部位であり、直交変調器、ゲインアンプ、パワーアンプ、ダイバ
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ーシティー、ミキサー、ＩＦ復調器、アンテナ共用器等で構成される。
【００８０】
　前記音声入力部５１から入力されてディジタル音声信号に変換された入力音声は、ディ
ジタル信号処理部５３により、誤り訂正符号化、インターリーブ、拡散、Ｄ／Ａ変換など
の処理を行い、その処理により生成した送信ベースバンド信号をＲＦ入出力部５４へ送る
。そして、該ＲＦ入出力部５４内の直交変調器は、該送信ベースバンド信号により局部発
振信号を変調して送信高周波信号を生成し、さらにその送信高周波信号を増幅した後にア
ンテナ共用器を通じて電話機用アンテナ６２から基地局に送信する。
【００８１】
　アンテナ共用器は、送信高周波信号と受信高周波信号とで１本の電話機用アンテナ６２
を共用するためのものであり、直交変調器により変調された後に増幅された送信高周波信
号を電話機用アンテナ６２へ送出する機能とともに、該電話機用アンテナ６２からの受信
高周波信号をＲＦ入出力部５４内のＩＦ復調器へ送出する機能を備えたフィルタ回路によ
り構成されている。
【００８２】
　電話機用アンテナ６２は、基地局との間で無線による高周波信号の送受信を行う。すな
わち、前記直交変調器からアンテナ共用器を介して送られてきた送信高周波信号は、当該
電話機用アンテナ６２から基地局へ送信される。一方、基地局から送信されてきた高周波
信号は、当該電話機用アンテナ６２にて受信された後、アンテナ共用器を介してＩＦ復調
器へ送られる。そして、該ＩＦ復調器並びにゲインアンプは、送られてきた受信高周波信
号を増幅し、さらに復調処理を行って得られた受信ベースバンド信号をディジタル信号処
理部５３へ送る。
【００８３】
　この受信ベースバンド信号は、該ディジタル信号処理部５３内の通信信号処理部におい
て該受信ベースバンド信号のＡ／Ｄ変換、逆拡散、デインターリーブ、誤り訂正等の処理
を実施して受信音声ディジタル信号として音声出力部５２へ送ることで、該音声出力部５
２にてＤ／Ａ変換により受信した通話音声信号が生成、増幅されてスピーカ６６またはイ
ヤレシーバ６７から出力されることで、無線通話機能が提供される。
【００８４】
　尚、受信された信号が通話による音声データではなくて電子メールやインターネット上
のＷｅｂサーバから配信されるウェブページ等のデータ信号である場合、ディジタル信号
処理部５３において該受信ベースバンド信号のＡ／Ｄ変換、逆拡散、デインターリーブ、
誤り訂正等の処理を実施したデータ信号（パケットデータ）が制御部５５に出力されるこ
とで、受信データに基づくページやメールが表示部５６に表示され、これらページにおけ
る操作内容データ等や送信メールのデータ信号（パケットデータ）が、前述したディジタ
ル音声信号に代えてディジタル信号処理部５３に送られることで、音声データと同様にこ
れら操作内容データ等や配信要求等の各種のデータ信号が電話機用アンテナ６２から基地
局へ送信されることでインターネット接続機能や電子メール機能が形成されている。
【００８５】
　また、ディジタル信号処理部５３内には、図４に示すように、アンテナ６２を介して受
信したＧＰＳ電波の信号処理を行うＧＰＳ信号処理部も有しており、該ＧＰＳ信号処理部
によって検出される複数の衛星からの電波における受信時間のズレ等のデータに基づいて
、制御部５５において、該携帯電話端末５の現在位置が特定される。
【００８６】
　また、制御部５５は、携帯電話端末５としての各種機能を、各種のプログラムを実行す
ることで実現するための部位であり、これら各種のプログラムを実行可能な中央演算処理
回路（ＣＰＵ；Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ）等で構成されており、
この制御部５５には、図２（ａ）に示すように、各種の情報を表示するための表示部５６
や、所有者（会員遊技者）が各種の情報を入力するためのタッチパネル部５７や、制御部
５５にて実行される各種の機能を提供するための各種プログラムや設定データ等を記憶す
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るためのメモリ部６０や、その時点の時間情報や日付や曜日等のカレンダ情報（日付情報
）等を出力するリアルタイムクロック（ＲＴＣ）６１や、外部のデータ処理装置との間で
シリアルデータ通信などを行うための外部Ｉ／Ｆ（インタフェース）部５８や、バッテリ
電源を元に各ブロックに必要な動作電力を供給するための電源部５９や、電話やメールの
着信や表示部５６への表示等を振動により報知するためのバイブレータ部６３や、電話や
メールの着信を知らせたり、充電時のインジケータとして使用される発光ダイオード（以
下、ＬＥＤ）部６４や、画像を撮像するためのＣＣＤ（Charge Coupled Device)撮像部６
８や、非接触ＩＣタグとの非接触近距離通信機能を有する非接触ＩＣモジュール部７０や
、携帯電話端末５が向いている方角を検出するための電子コンパスモジュール６９や、無
線ＬＡＮ端末２０、２１ａ～２１ｃとの無線ＬＡＮ通信を行うための無線ＬＡＮモジュー
ル部７１が接続され、これら各部の動作制御を制御部５５が実施できるようになっている
。
【００８７】
　メモリ部６０は、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（Random Access Memory）、Ｅ
ＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable and Programmable Read Only Memory）などからな
る。ＲＯＭは、当該携帯電話機５の基本的な機能を実現するためのプログラムや初期設定
値や当該携帯電話機５に固有に付与された端末ＩＤが保存（記憶）されている。ＲＡＭは
、制御部５５（ＣＰＵ）が作業領域として使用し、制御部５５（ＣＰＵ）のプログラム実
行中において必要に応じて計算途中のデータなどを記憶したり、他の各部と送受信するデ
ータを一時的に記憶するために使用される。
【００８８】
　メモリ部６０を構成するＥＥＰＲＯＭは、不揮発性メモリであって、情報配信サーバ１
００等からダウンロードした台情報アプリ等の各種アプリケーションプログラム、電話番
号や電子メールアドレス及びそれに対応した氏名、名称などの情報からなる電話帳データ
、送受信された電子メールデータ、スケジュール帳データ、発着信の通信履歴データ、メ
モ帳データ、所有者（遊技者）によりカスタマイズされた設定データ等の各種のデータを
記憶する。
【００８９】
　尚、本実施例の携帯電話端末５では、表示部５６上に透明なタッチパネル部５７を設け
ることで、表示部５６上におけるタッチパネル入力が可能なものとされており、このよう
にすることは、表示部５６の大きさを大きくできることから、ＣＣＤ撮像部６８にて撮像
した画像も大きく表示できることから好ましいが、本発明はこれに限定されるものではな
く、これらタッチパネル部５７に代えて、従来から使用されている公知のテンキー等によ
る入力操作部としても良い。
【００９０】
　また、本実施例の制御部５５は、図４に示すように、携帯電話端末５に内蔵されている
非接触ＩＣモジュール部７０に接続されており、該非接触ＩＣモジュール部７０を介して
、該非接触ＩＣモジュール部７０が有する近接距離での無線通信機能にて通信可能な遊技
場内の各遊技島２に配置された非接触ＩＣタグ１２のデータの読み取り等を実施できるよ
うになっている。
【００９１】
　尚、図４に示した携帯電話端末５は一例であり、これら全ての機能を有しなくても良く
、後述するように、最低限、ＣＣＤ撮像部６８にて形成されるカメラ機能と該ＣＣＤ撮像
部６８にて撮像した画像を表示部５６に表示する表示機能と、インターネット接続機能と
を有するものであれば台情報を表示させることができる。
【００９２】
　つまり、本発明は、会員遊技者が所有している市販されている携帯電話端末５を使用す
るので、図４に示した携帯電話端末５のように、全ての機能を備える高機能の機種もあれ
ば、これらの機能のうち、一部の機能だけしか有しない機種も存在するので、本実施例の
遊技関連情報配信システムにおいては、これら一部の機能だけしか有しない機種であって
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も台情報を表示可能とされている。
【００９３】
　次に、本実施例の遊技関連情報配信システムを構成する情報配信サーバ１００の構成に
ついて図５を用いて説明すると、情報配信サーバ１００は、コンピュータ内部にてデータ
の送受を行うデータバス１０１に、処理プログラムに従って演算を行い、情報配信サーバ
１００を動作させるための処理を行うＣＰＵ（セントラルプロセッシングユニット）１０
２、該ＣＰＵ１０２のワークメモリ等として使用されるＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ
）１０３、時間情報を出力するＲＴＣ（リアルタイムクロック）１０４、ハードディスク
等からなる記憶装置１０５、インターネット網に接続された各種のコンピュータ端末との
データ通信を実施する第１通信部１０７と、各遊技場に設置された管理コンピュータ１０
とのデータ通信を実施する第２通信部１０８とが接続された、比較的処理能力に優れたコ
ンピュータである。
【００９４】
　ＣＰＵ１０２は、記憶装置１０５に記憶された処理プログラムに従って各種の処理を実
行する。具体的には、各会員遊技者が所持する携帯電話端末５に対して台情報アプリを配
信するアプリ配信処理や、各携帯電話端末５からの対象島情報の受信に応じて特定シンボ
ル画像と該特定シンボル画像が対応する台番号からなる特定シンボル画像情報を配信する
特定シンボル画像情報配信処理や、各携帯電話端末５からのお勧め画像配信要求の受信に
応じて、その時点の時刻が該当する時期に対して設定されている配信内容に基づく台情報
画像であるお勧め画像を決定して配信する処理や、撮像された特定シンボル画像が１つの
みである場合において実施する立体タグ表示処理（図１７参照）等を実行する。
【００９５】
　記憶装置１０５には、図５に示すように、ＣＰＵ１０２が実行する処理プログラムに加
えて、図７（ａ）に示す遊技場別台データテーブルと、図７（ｂ）に示す遊技場別会員遊
技履歴テーブルと、図８に示す遊技場別会員テーブルと、図９に示す台情報画像テーブル
と、図１０に示す遊技機テーブルと、図１１に示す台情報配信スケジュールテーブル等が
記憶されている。
【００９６】
　本実施例の遊技場別台データテーブルには、図７（ａ）に示すように、各遊技場の遊技
場ＩＤに対応付けて、各遊技場に設置されている遊技機であるパチンコ機１の台番号と、
当該パチンコ機１の機種名と、総始動回数と、大当り回数と、確変回数と、供給玉数と、
打込玉数並びに差玉数とが記憶されており、これらの記憶データは、当該遊技場ＩＤに対
応する遊技場に設置されている前記管理コンピュータ１０から所定期間毎に送信される台
情報に基づいて更新される。尚、これら遊技場別台データテーブルに記憶されている台番
号と機種名の情報は、各遊技場に設置された管理コンピュータ１０から予め送信されるこ
とで、遊技場別台データテーブルに各遊技場の遊技場ＩＤに対応付けて予め記憶される。
【００９７】
　本実施例の遊技場別会員遊技履歴テーブルには、図７（ｂ）に示すように、各遊技場の
遊技場ＩＤに対応付けて、各遊技場において会員登録した会員遊技者の会員ＩＤが記憶さ
れているとともに、これら各会員ＩＤ毎に、当該会員遊技者の来店日、遊技を実施したパ
チンコ機１の台番号並びに該台番号のパチンコ機の機種名と、遊技の開始時間（会員カー
ドの挿入時間）、遊技の終了時間（会員カードの返却時間）、開始時間と終了時間との差
である遊技時間、始動回数、大当回数、確変回数、会員遊技者が遊技に使用した玉数であ
る打込玉数、会員遊技者が遊技にて獲得した賞球玉数、打込玉数から賞球玉数を減算した
差玉数、該差玉数に基づく遊技者の勝敗（正の値は負け、負の値は勝ち）とから成る遊技
履歴とが記憶されており、これらの記憶データは、当該遊技場ＩＤに対応する遊技場に設
置されている前記管理コンピュータ１０から、該管理コンピュータ１０が管理する会員遊
技履歴に変更があったときに送信される、遊技場ＩＤと会員ＩＤと遊技履歴データとから
成る会員遊技履歴情報に基づいて更新される。
【００９８】
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　本実施例の遊技場別会員テーブルには、図８に示すように、各遊技場の遊技場名に対応
付けて、当該遊技場を個々に識別可能な遊技場識別情報となる遊技場ＩＤと、該遊技場に
おいて会員登録した会員に固有に付与されることで各会員を個々に識別可能な会員識別情
報となる会員ＩＤと、台情報アプリのダウンロード状況（済、未）とが記憶されており、
該遊技場別会員テーブルに登録されている会員遊技者のみが、１回に限り台情報アプリを
ダウンロードできるようになっている。尚、本実施例では、遊技場別会員テーブルにおい
て、会員の氏名等の属性情報を記憶していないが、本発明はこれに限定されるものではな
く、これら会員の属性情報を各遊技場の管理コンピュータ１０から受信して、各遊技場の
会員を集中管理するようにしても良い。
【００９９】
　尚、各会員ＩＤは、各遊技場において新たに会員登録が実施されることに応じて、その
都度、各遊技場において会員を管理する会員管理コンピュータ（図示略）から管理コンピ
ュータ１０を介して送信されてくる新規会員の会員ＩＤと遊技場ＩＤを含む新規会員情報
の受信に応じて、該新規会員情報に含まれる会員ＩＤが、該新規会員情報に含まれる遊技
場ＩＤに対応する会員ＩＤとして追加登録され、ダウンロード状況に「未」が登録される
。
【０１００】
　本実施例の台情報画像テーブルには、図９に示すように、携帯電話端末５のカメラ画像
（撮像画像）に後述する特定シンボルが識別された場合において、該特定シンボルの近傍
に表示される台情報画像であるお勧め画像１～３が記憶されている。この実施例では、各
お勧め画像は、お勧めレベルに対応付けられて記憶されており、お勧め画像１はお勧めレ
ベルに関係なく単にお勧め台であることを表示するための画像であり、お勧め画像２はお
勧めレベル１に対応し、お勧め画像３はお勧めレベル２に対応する画像である。
【０１０１】
　尚、本実施例では、これらお勧め画像として図９に示すように、星の画像を用いており
、お勧め画像１は星１つの画像、お勧め画像２は星２つの画像、お勧め画像３は星３つの
画像とされている。但し、台情報画像テーブルには、これら画像自体が記憶されているの
ではなく、各お勧め画像１～３の画像ファイルへのパスデータが記憶されている。
【０１０２】
　このように、本実施例では、各遊技機のお勧めレベルを会員遊技者が感覚的に把握し易
くするとともに、そのレベルの違いをその画像態様から容易に把握できるようにするため
に、星の数が異なる画像を使用するようにしているが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、これらお勧め画像としては、お勧めレベルを感覚的に且つ容易に把握し易い態様
のものであればいずれの画像を用いても良い。
【０１０３】
　また、本実施例の遊技機テーブルには、図１０に示すように、各遊技場の遊技場ＩＤに
対応付けて、該遊技場内に設置されている各遊技島２と設置面とを個々に特定可能な島Ｉ
Ｄと、該島ＩＤから特定される遊技島２の設置面に設置されているパチンコ遊技機１の台
番号と、該台番号のパチンコ遊技機１の機種と、該台番号のパチンコ遊技機１に対して配
置される特定シンボルの画像と、該台番号のパチンコ遊技機１のお勧めレベルと、お勧め
レベルの内容と、携帯電話端末５において特定シンボルの近傍位置に表示されるお勧め画
像にリンク付けされるインターネット網上のリソースを特定するためのＵＲＬ（Uniform 
Resource Locator）とが記憶されている。
【０１０４】
　尚、本実施例では、これら遊技機テーブルを、前述した図７（ａ）に示す遊技場別台デ
ータテーブルとは個別に設けているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら
遊技機テーブルと遊技場別台データテーブルとを１つのテーブルとして管理するようにし
ても良い。
【０１０５】
　また、遊技島２は、通常において遊技機を設置可能な設置面を表裏に２面（Ａ面、Ｂ面
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）有し、携帯電話端末５において台情報となるお勧め画像を表示する場合には、その一面
ずつしか写すことができないので、本実施例では、島ＩＤを島全体ではなく、島の各面（
Ａ面、Ｂ面）毎に付与するようにしている。
【０１０６】
　また、図１０に示す特定シンボル画像は、対応して記憶されている台番号のパチンコ遊
技機１の各々に対応して配置された札７の画像とされている。尚、遊技機テーブルには、
これら特定シンボル画像となる札７の画像自体が記憶されているのではなく、各札７の画
像ファイルへのパスデータが記憶されている。
【０１０７】
　図１０中のお勧めレベルは、お勧め内容に応じたお勧め度合いを示す指標データであり
、本実施例では、パチンコ遊技機１であれば、釘調整の内容が「小甘釘調整」であればお
勧めレベルは１、釘調整の内容が「大甘釘調整」であればお勧めレベルは２となる。尚、
遊技機がスロットマシンである場合には、例えば、設定値が「設定４、５」であればお勧
めレベルは１、設定値が「設定６」であればお勧めレベルは２とすれば良い。
【０１０８】
　図１０中のお宝台は、当該パチンコ遊技機１がお宝台であるか否かを示すデータであり
、本実施例では、遊技場がお宝台に指定したパチンコ遊技機１にお宝台であることを示す
「１」が記憶される。本実施例では、これらお宝台としては、上述した「大甘釘調整」で
お勧めレベルが２であるパチンコ遊技機１であって、当該遊技場において実施中のイベン
トの対象機種であるパチンコ遊技機１をお宝台として遊技場が指定することで、これらお
宝台の台番号と遊技場ＩＤとを含むお宝台情報が、各遊技場の管理コンピュータ１０から
送信されることで、お宝台データが更新される。尚、これらお宝台データは、単独で送信
されても良いし、お勧め台設定情報とともに同時に送信しても良い。
【０１０９】
　図１０におけるお勧め内容、お勧めレベルのデータは、前述したように、各遊技場の管
理コンピュータ１０からお勧め台設定情報が送信されることに応じて逐次更新される。つ
まり、遊技場は管理コンピュータ１０において管理している釘調整データや設定値等に基
づいてお勧め台に設定したい遊技機を決定し、該決定した遊技機の台番号、お勧め内容、
お勧めレベルのデータ、遊技場ＩＤ等を含むお勧め台設定情報を情報配信サーバ１００に
送信して、お勧め台に設定したい遊技機のお勧めレベルやお勧め内容を変更することで、
所望の遊技機をお勧め台として会員遊技者の携帯端末装置５に表示させることができる。
【０１１０】
　すなわち、配信サーバ１００においては、各遊技場の管理コンピュータ１０からお勧め
台設定情報を受信することにより、遊技機テーブルにおいて、当該遊技場内に設置されて
いるパチンコ遊技機１に各々対応して配置される特定シンボル毎に、お勧めレベル０やお
勧めレベル１やお勧めレベル２等の情報が関連づけされるようになっているとともに、該
遊技機テーブルにおいて、各特定シンボルと各遊技場の遊技場ＩＤ並びにパチンコ遊技機
１の台番号とが関連付けされていることで、配信サーバ１００において、これら遊技場Ｉ
Ｄと台番号に対応付けて管理されている台データや会員の遊技履歴が関連づけされている
。
【０１１１】
　つまり、配信サーバ１００においては、各遊技場に設置されたパチンコ機１に関する遊
技機関連情報として、お勧めレベルや、台データ、会員遊技履歴、お宝台等の複数種類の
遊技機関連情報が記憶されている。
【０１１２】
　尚、本実施例では、お勧め台設定情報やお宝台情報を管理コンピュータ１０から一方的
に受信するようにしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、遊技機
テーブルにおけるお勧めレベルやお宝台等を設定するための設定用ページを、管理コンピ
ュータ１０からのアクセスに応じて管理コンピュータ１０に配信し、該設定用ページにお
いて、自身の遊技場内に設置されているパチンコ遊技機１に各々対応して配置される特定
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シンボルに関連付ける情報を、例えば、お勧めレベル０やお勧めレベル１やお勧めレベル
２等の情報に変更したり、お宝台を示すデータに変更することで、これら各特定シンボル
に関連付ける情報を直接的に設定できるようにしても良く、この場合にあっては、これら
設定用ページを配信して設定を受付ける処理が本発明における設定手段に該当することに
なる。
【０１１３】
　また、本実施例では、各特定シンボルに関連付ける台情報としてお勧めレベルや、台デ
ータ、会員遊技履歴、お宝台と例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく
、これら関連付けることによって会員遊技者に提供する台情報を、例えば、どの特定シン
ボルが配置されている遊技機がイベントの対象台であるかのイベント台情報や、どの特定
シンボルが配置されている遊技機がパチンコ玉の共有が可能である台であるかの玉共有台
情報や、他の遊技機からのパチンコ玉の持ち込みが可能である持込可能台情報や、遊技者
の投票等による人気度情報や、過去の最大差玉数に基づく爆発力レベルの情報等の、遊技
者にとって有用となる台情報であれば良い。
【０１１４】
　尚、本実施例のように、１の特定シンボルに対して複数の台情報が関連付けられた場合
には、識別された特定シンボルの近傍位置に、各台情報を示す態様の特定画像が表示され
るので、１つの遊技機に対して各種別の台情報に対応する複数の札を配置する必要がない
ため、多くの遊技機が並設されている遊技店内の状況下において、これら１つの遊技機に
対して複数の札が配置されてしまうことにより、遊技者が適切に情報を把握できなくなっ
てしまうことも解消することができる。
【０１１５】
　また、本実施例では、各遊技場の担当者がお勧め台やお宝台を決定し、該決定したお勧
め台のお勧めレベルやお勧め内容を含むお勧め台設定情報や、お宝台情報を情報配信サー
バ１００に送信するようにしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら
お勧め台やお宝台とする条件を管理コンピュータ１０に予め設定しておくことにより、該
条件を満たす遊技機についてのお勧めレベルやお勧め内容を含むお勧め台設定情報やお宝
台情報が、予め定められた時間、例えば、営業開始前の所定時間等において、自動的に各
遊技場から情報配信サーバ１００に送信されるようにしても良い。
【０１１６】
　また、本実施例では、リンクＵＲＬとして、各遊技機のスペックや遊技方法などを紹介
する該遊技機のメーカーの遊技機紹介ページのＵＲＬを登録するようにしている。よって
、これらＵＲＬは、同一の機種では同一のＵＲＬとなる。尚、これらリンク先のＵＲＬは
、これら遊技機紹介ページのＵＲＬに限定されるものではなく、例えば、その遊技機の台
データを公開するページのＵＲＬとすることで、個々の遊技機の当日または前日等の台デ
ータを会員遊技者が容易に取得できるようにしても良い。
【０１１７】
　本実施例の台情報配信スケジュールテーブルには、図１１に示すように、各遊技場の遊
技場ＩＤに対応付けて、配信開始時刻と配信内容とが記憶されている。これら配信開始時
刻と配信内容は、各遊技場に設置されている管理コンピュータ１０から逐次変更すること
ができる。よって、図１１に示すように、各遊技場毎に独自の配信スケジュールを設定す
ることが可能である。
【０１１８】
　この台情報配信スケジュールテーブルにおける配信開始時刻は、対応する内容に応じた
お勧め画像が決定されて配信が開始される時刻であり、配信内容は、お勧め画像を配信す
る形態である。具体的には、配信内容として「機種単位でお勧め」が設定されている場合
には、お勧めレベルが１または２のお勧め台が設定されている機種全ての遊技機の特定シ
ンボルの近傍位置にお勧め画像が表示され、配信内容として「レベル１開示お勧め」が設
定されている場合には、お勧めレベル１のお勧め画像が配信されることで、お勧めレベル
１または２が設定されている遊技機の特定シンボルの近傍位置にお勧めレベル１のお勧め
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画像が表示されて、表示された遊技機がお勧めレベル１以上であることが開示され、配信
内容として「レベル２開示お勧め」が設定されている場合には、さらにお勧めレベル２の
お勧め画像が配信されることで、お勧めレベル１が設定されている遊技機の特定シンボル
にお勧めレベル１のお勧め画像が表示されるとともに、お勧めレベル２が設定されている
遊技機の特定シンボルにお勧めレベル２のお勧め画像が表示されることで、どの遊技機が
お勧めレベル２であるのかが開示されるようになる。
【０１１９】
　ここで、会員遊技者が、携帯電話端末５において実施可能な台情報アプリを取得する流
れについて、図１３に基づき説明すると、台情報アプリを取得する場合には、遊技場にて
会員となっていることが必要となるので、予め、遊技場において会員登録をして会員カー
ドの発行を受けておく。
【０１２０】
　これら会員登録を遊技場で実施した場合には、前述したように、該会員登録した遊技場
から、新規会員に付与された会員ＩＤと遊技場ＩＤとを含む会員情報が送信されることで
、該会員ＩＤが遊技場別会員テーブルに追加登録され、ダウンロード状況に「未」が登録
される。
【０１２１】
　このように、遊技場別会員テーブルに会員ＩＤが登録されている状況において携帯電話
端末５から情報配信サーバ１００にアクセスすると、情報配信サーバ１００は、各種のメ
ニューを含むメインメニューページを配信する。
【０１２２】
　このメインメニューには、台情報アプリのダウンロードメニューが含まれており、該ダ
ウンロードメニューを選択する。
【０１２３】
　該ダウンロードメニューを選択に応じて情報配信サーバ１００は、遊技場・会員番号入
力ページを配信する。この遊技場・会員番号入力ページには、遊技場名を選択指定するた
めの遊技場名選択指定部と、会員カードに記載されている会員ＩＤを入力するための会員
ＩＤ入力部が設けられており、遊技場名選択指定部において会員登録した遊技場の遊技場
名を選択し、会員ＩＤ入力部に発行を受けた会員カードに記載されている会員ＩＤを入力
した後、該ページの下方に設けられている「送信」メニューを選択する。
【０１２４】
　この「送信」メニューの選択に応じて情報配信サーバ１００は、遊技場別会員テーブル
において、遊技場名選択指定部において選択指定された遊技場名に対応する会員ＩＤとし
て、会員ＩＤ入力部に入力された会員ＩＤが登録されているか否かを判定し、登録されて
いる場合には更に、対応するダウンロード状況が「未」であるか否か、つまり、既に台情
報アプリが配信済みであるか否かを判定する。
【０１２５】
　会員ＩＤが登録されていない場合や、既に台情報アプリが配信済みである場合には、情
報配信サーバ１００は、台情報アプリを配信しない。一方、会員ＩＤが登録されており、
且つ台情報アプリが未配信である場合には、台情報アプリを配信した後、ダウンロード状
況を「済」に更新する。
【０１２６】
　このようにして台情報アプリを配信するようにすることで、他人の会員ＩＤを取得して
会員ではない多くの遊技者が不正に台情報アプリを取得することを防止できるようにして
、お勧め台の情報等の台情報を取得したい遊技者の会員登録を促進することができる。
【０１２７】
　携帯電話端末５は、情報配信サーバ１００から送信されてくる台情報アプリを、前述し
たＥＥＰＲＯＭに記憶する。尚、この台情報アプリには、遊技場・会員番号入力ページに
て入力された会員ＩＤの情報が付加されており、台情報アプリが当該携帯電話端末５を所
持する会員遊技者の会員ＩＤを特定できるようになっている。
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【０１２８】
　ここで、本実施例に用いた台情報アプリについて説明すると、該台情報アプリは、携帯
電話端末５が有する撮像機能と、撮像機能により撮像した画像を表示する表示機能とを用
いて、遊技機関連情報である台情報を、拡張現実機能（ＡＲ機能）により遊技者に提供す
るためのアプリケーションプログラムであり、図１９に示すように、各機能を有する複数
のモジュールプログラムから構成されている。
【０１２９】
　具体的には、配信サーバ１００との各種の情報やデータの送受信を実施するためのデー
タ送受信モジュールプログラムや、ＣＣＤ撮像部６８にて撮像した画像に含まれる特定シ
ンボルを識別してどの特定シンボルであるかを認識するための特定シンボル認識モジュー
ルプログラムや、識別した特定シンボルの撮像形状に基づいて特定シンボルの視点位置を
特定するための視点位置特定モジュールプログラムや、識別した特定シンボルとの距離を
特定するための特定シンボル距離特定モジュールプログラムや、識別した特定シンボルが
１つのみであるときに表示する後述する立体タグの３次元骨格モデルを生成するための３
次元モデル生成モジュールプログラムや、視点位置特定モジュールプログラムにて特定さ
れた視点位置から見た状態となるように３次元骨格モデルを回転移動させるための３次元
モデル視点移動モジュールプログラムや、３次元モデル視点移動モジュールプログラムに
て回転移動された３次元モデルに基づく立体タグ画像に、台情報に応じた各特定画像を合
成するための特定画像合成モジュールプログラムや、識別した特定シンボルの近傍または
特定シンボルに重ねて、該合成した立体タグ画像或いは特定シンボルに対応するお勧め画
像を撮像画像に合成表示するための合成画像表示モジュールプログラム等から主に構成さ
れている。
【０１３０】
　このように、本実施例の台情報アプリは、携帯電話端末５の表示部５６に表示された特
定シンボルの近傍にお勧め画像等の特定画像を合成表示するのみではなく、上記したよう
に、視点位置特定モジュールプログラム、３次元モデル生成モジュールプログラム、３次
元モデル視点移動モジュールプログラムを有することで、図２０に示すように、所定の２
次元（平面）対象画像（例えば、三角錐の上面視画像）を撮像することで、該対象画像に
対応する所定の立体画像（例えば、三角錐の立体画像）を、その時点の視点方向から見た
状態にて表示する立体化拡張現実機能を有している。
【０１３１】
　つまり、該立体化拡張現実機能により、図２０に示すように、対象画像を正面位置から
撮像した場合には、正面に対応する面に表示されている「＊＊＊＊」の画像が良好に視認
でき、正面より向かって右方向の位置から撮像した場合には、該撮像方向に向いている右
側面に表示されている「♪♪♪♪」の画像が良好に視認でき、正面より向かって左方向の
位置から撮像した場合には、該撮像方向に向いている左側面に表示されている「☆☆☆☆
」の画像が良好に視認できるように、表示されている仮想立体が撮像方向の移動に伴って
自動的に回転するようになっている。
【０１３２】
　これら立体化拡張現実機能を実現する視点位置特定モジュールプログラム、３次元モデ
ル生成モジュールプログラム、３次元モデル視点移動モジュールプログラムは、例えば、
立体化拡張現実開発キット（ＳＫＤ）であるｚＭＡＲＴ（大韓民国Zenitum社製商品名）
を使用して、対象画像の各視点からの画像データや仮想立体モデルのモデルデータを組み
込むことで作成することができ、本実施例の台情報アプリの視点位置特定モジュールプロ
グラム、３次元モデル生成モジュールプログラム、３次元モデル視点移動モジュールプロ
グラムには、これら対象画像として、各遊技場において配置される札７の外形形状が組み
込まれているとともに、対応する仮想立体モデルとしては、図２１に示すように、上下面
が略５角形とされ、側部外周にＡ面～Ｄ面を含む５つの面を備える舟形状とされた立体モ
デルのモデルデータが組み込まれている。
【０１３３】



(28) JP 2012-187236 A 2012.10.4

10

20

30

40

50

　また、本実施例の台情報アプリに含まれる特定画像合成モジュールプログラムは、上記
込み込まれている舟形状立体モデルの各面について、該舟形状立体モデルの視点方向に応
じた面に、該面に割り当てられている種別の台情報を示す特定画像を合成する。
【０１３４】
　具体的には、図２１に示すように、通路位置からの視点（撮像位置）に対応する通路者
用Ａ面並びに通路者用Ｄ面には、お勧めレベルに基づくお勧め画像を合成し、当該特定シ
ンボルが配置されているパチンコ遊技機１の座席位置からの視点（撮像位置）に対応する
座席者用Ｂ面には、当該会員遊技者の過去の遊技履歴による勝敗を示す特定画像を合成し
、当該特定シンボルが配置されているパチンコ遊技機１の座席の隣座席位置からの視点（
撮像位置）に対応する隣座席者用Ｃ面には、当該特定シンボルが配置されているパチンコ
遊技機１の差玉数の情報を含む台データの特定画像を合成し、特別位置となる特定シンボ
ルの直下位置からの視点（撮像位置）に対応する特別用Ｅ面（下面）には、お宝台である
か否かを示すお宝台画像を合成する。
【０１３５】
　尚、本実施例の３次元モデル視点移動モジュールプログラムは、視点方向に仮想立体モ
デルを回転させるのみではなく、該視点方向に対応する面の大きさを他の面に比較して大
きくなるようにデフォルトして表示する機能を有しており、当該視点方向に対応する面に
合成される特定画像等を視認し易くするようになっている。
【０１３６】
　次に、上述したように情報配信サーバ１００からダウンロードした台情報アプリを使用
して、お勧め台画像を携帯電話端末５に表示させる流れについて、図１４～図１８、図２
２を用いて以下に説明する。
【０１３７】
　まず、台情報アプリを起動すると、携帯電話端末５の制御部５５は、ＣＣＤ撮像部６８
を動作させて、該ＣＣＤ撮像部６８にて撮像した画像を表示部５６に表示するカメラ処理
（ステップＳｋ０）を開始するとともに、台情報を表示する対象の遊技島、つまり、ＣＣ
Ｄ撮像部６８にて撮像している遊技島である対象島の島ＩＤと、当該遊技場の遊技場ＩＤ
とを取得する対象島情報取得処理（ステップＳｋ１）を行う。
【０１３８】
　この対象島情報取得処理において制御部５５は、まず、該携帯電話端末５に無線ＬＡＮ
機能が搭載されているかを確認する。
【０１３９】
　無線ＬＡＮ機能が搭載されている場合には、図１５に示すように、会員移動管理コンピ
ュータ１５から、対象島の島ＩＤと遊技場ＩＤとを含む対象島情報を取得する。
【０１４０】
　一方、無線ＬＡＮ機能が搭載されていない場合には、非接触ＩＣ機能が搭載されている
か否かを判定し、非接触ＩＣ機能が搭載されている場合には、非接触ＩＣモジュール部７
０を動作させて非接触ＩＣタグ１２のデータの読み取りを可能とすることで、対象島の島
端側面２’に設けられている非接触ＩＣタグ１２から当該遊技場の遊技場ＩＤと対象島の
島ＩＤとを含む対象島情報を取得する。
【０１４１】
　また、非接触ＩＣ機能も搭載されていない場合には、撮像画像中から２次元コードを検
出する処理を開始し、対象島の島端側面２’に設けられている前述した２次元コードを検
出したときには、該２次元コードの読み取りを実施して、当該遊技場の遊技場ＩＤと対象
島の島ＩＤと含む対象島情報を取得する。
【０１４２】
　尚、非接触ＩＣ機能が搭載されている場合においても、２次元コードを検出する処理を
開始し、非接触ＩＣタグ１２の読み取りに加えて、２次元コードの読み取りによる対象島
情報の取得を可能としても良い。また、本実施例では、無線ＬＡＮ機能が搭載されている
場合には、会員移動管理コンピュータ１５からのみ対象島の島ＩＤを取得するようにして
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いるが、本発明はこれに限定されるものではなく、携帯電話端末が無線ＬＡＮ機能ととも
に非接触ＩＣ機能を有している場合には、非接触ＩＣタグ１２からの対象島情報の取得を
可能としても良いし、更には、２次元コードの読み取りによる対象島情報の取得を可能と
しても良い。
【０１４３】
　また、２次元コードの読み取り不能な場合には、対象島に表示されている島ＩＤと遊技
場ＩＤを会員遊技者が手動に入力する入力画面を表示して対象島の島ＩＤと遊技場ＩＤと
を受付けるようにしても良い。
【０１４４】
　図１４は、該対象島情報取得処理において、会員移動管理コンピュータ１５から、対象
島情報を取得する流れを示したものである。無線ＬＡＮ機能が搭載されている、つまり、
無線ＬＡＮモジュール部７１が搭載されている場合において制御部５５は、台情報アプリ
に基づいて会員ＩＤを含む島情報要求を会員移動管理コンピュータ１５に対して送信する
。
【０１４５】
　この無線ＬＡＮモジュール部７１からの島情報要求は、遊技場内の所定位置に設置され
ている各無線ＬＡＮ端末２０、２１ａ～２１ｃのうち、実際に各携帯電話端末５とのデー
タ通信を行うメインアクセスポイントとなる無線ＬＡＮ端末２０にて受信されて会員移動
管理コンピュータ１５に送信される。
【０１４６】
　会員移動管理コンピュータ１５においては、受信した島情報要求に会員ＩＤが含まれて
いることを条件に、該会員ＩＤの登録が既にその当日において存在するか否かを確認し、
その当日において存在しない場合には、該会員ＩＤをその当日にて移動管理の対象とした
会員として追加登録した後、携帯電話端末から送信されるテスト信号や測位信号を、無線
ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにて同時に受信可能とするために同期を確立する。
【０１４７】
　そして、該同期の確立が完了してテスト信号の同時受信が可能となったことに応じてテ
スト信号送信要求を携帯電話端末５に対して送信する。
【０１４８】
　このテスト信号送信要求の受信に応じて制御部５５は、所定のテスト信号を、テスト信
号送信要求にて指定されたタイミングにて送信する。
【０１４９】
　このようにして送信されたテスト信号が無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにて受信された
か否かが判定され（テスト信号受信確認処理）、無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにて受信
されている場合に会員移動管理コンピュータ１５は、測位信号の送信要求を携帯電話端末
５に対して送信する。
【０１５０】
　尚、いずれかの無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにおいてテスト信号が受信不能であった
場合には、所定回数（例えば３回）、テスト信号送信要求とテスト信号受信確認処理とを
繰返し実施（リトライ）して、所定回数実施してもテスト信号を受信不能であった場合に
は、携帯電話端末５に対して測位エラーを返信する。この測位エラーを受信した場合に制
御部５５は、無線ＬＡＮ通信が不良である旨と、位置を変えて再トライするための操作ボ
タンを表示して、会員遊技者に位置を変更させた後、操作ボタンの操作に応じて島情報要
求を再度送信する。
【０１５１】
　一方、テスト信号が無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにて良好に受信されたと判定される
ことに応じて会員移動管理コンピュータ１５から送信される測位信号の送信要求を受信し
た場合に制御部５５は、所定の測位信号を、測位信号送信要求にて指定されたタイミング
にて送信する。
【０１５２】
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　尚、制御部５５は、携帯電話端末５内に電子コンパスモジュール６９が搭載されている
場合には、該電子コンパスモジュール６９により検出された、その時点において携帯電話
端末５のＣＣＤ撮像部６８が向いている方角の方角情報を含む測位信号を送信する一方、
携帯電話端末５内に電子コンパスモジュール６９が搭載されていない場合には、方角情報
を含まない測位信号を送信する。
【０１５３】
　会員移動管理コンピュータ１５は、携帯電話端末５から送信された測位信号の各無線Ｌ
ＡＮ端末２１ａ～２１ｃにおける受信時刻のズレと受信電波の強度とから、遊技場内の所
定位置に配置された各無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃから携帯電話端末５までの距離を特
定し、これら各無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃからの距離が交差する地点に基づいて、携
帯電話端末５の遊技場内の位置を特定して一時記憶する（端末位置特定処理）。尚、これ
ら特定した携帯電話端末５の位置は、会員ＩＤに対応付けて、その時点の時刻情報ととも
に移動履歴として会員移動管理コンピュータ１５に記憶される。
【０１５４】
　そして、受信した測位信号に方角情報が含まれているか否か、つまり、方角情報を受信
したか否かを判定する。
【０１５５】
　方角情報を受信している場合には、端末位置特定処理にて特定した遊技場内の位置と、
方角情報から特定される向きと、会員移動管理コンピュータ１５に記憶されている、遊技
場内の各位置の位置情報と遊技島の位置情報等を含む遊技場内のレイアウト情報から、携
帯電話端末５が撮像している遊技島（対象島）の対象島ＩＤを特定し（対象島特定処理）
、該特定した対象島ＩＤと、当該遊技場の遊技場ＩＤとを含む対象島情報を携帯電話端末
５に送信する。
【０１５６】
　この対象島情報の受信に応じて制御部５５は、メモリ部６０の所定領域に記憶している
対象島情報を、受信した対象島情報に含まれる対象島ＩＤと遊技場ＩＤとに更新する。
【０１５７】
　一方、方角情報を受信していない場合には、会員移動管理コンピュータ１５は携帯電話
端末５に対して移動表示要求を送信する。
【０１５８】
　この移動表示要求を受信した場合に制御部５５は、表示部５６に、例えば、「撮像して
いる遊技島の方向へ少し移動して止まって下さい」のメッセージと、「ＯＫ」の選択部を
有する対象島方向移動要求画面を表示して対象島方向への移動を促す。
【０１５９】
　そして、移動後における「ＯＫ」の選択入力に応じて移動完了通知を会員移動管理コン
ピュータ１５に送信する。
【０１６０】
　この移動完了通知の受信に応じて会員移動管理コンピュータ１５は、再測位信号送信要
求を送信して、帯電話端末５に測位信号を再送信させる。
【０１６１】
　そして、会員移動管理コンピュータ１５は、携帯電話端末５から送信された測位信号の
各無線ＬＡＮ端末２１ａ～２１ｃにて受信した受信時刻のズレと受信電波の強度とから、
再度、携帯電話端末５の遊技場内の位置を特定し、一時記憶している前述した端末位置特
定処理にて特定した位置との差異から、携帯電話端末５が向いている方角を特定する（方
角特定処理）。尚、これら特定した携帯電話端末５の位置は、会員ＩＤに対応付けて、そ
の時点の時刻情報とともに移動履歴として会員移動管理コンピュータ１５に記憶される。
【０１６２】
　尚、これら移動履歴の情報は、会員移動管理コンピュータ１５に接続されている管理コ
ンピュータ１０に送信されることにより、管理コンピュータ１０において、お勧めに設定
した機種や遊技機の設置位置と会員の移動状況とを比較することで、お勧めに設定するこ
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とによる効果の有無を確認することができる。
【０１６３】
　そして、該特定した方角と、再測位信号の受信にて特定した位置と、前述したレイアウ
ト情報とから、携帯電話端末５が撮像している遊技島（対象島）の対象島ＩＤを特定し（
対象島特定処理）、該特定した対象島ＩＤと、当該遊技場の遊技場ＩＤとを含む対象島情
報を携帯電話端末５に送信する。
【０１６４】
　この対象島情報の受信に応じて制御部５５は、メモリ部６０の所定領域に記憶している
対象島情報を、受信した対象島情報に含まれる対象島ＩＤと遊技場ＩＤとに更新する。
【０１６５】
　このようにして、台情報アプリを起動した場合には、自動的に会員移動管理コンピュー
タ１５から対象島情報が取得されて更新される。尚、これら会員移動管理コンピュータ１
５から対象島情報が取得されるタイミングとしては、台情報アプリを起動した段階のみで
はなく、例えば、台情報を表示させるために、携帯電話端末５がほぼ固定した状態となっ
たことを検知する毎や、或いは、所持者の取得操作の受付けに応じて実施するようにすれ
ば良い。
【０１６６】
　このように、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する場合には、大き
な移動をせずにその場にいながらにして対象島情報を取得できるので、会員遊技者の利便
性を向上できるので、これら会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する方
法を最も優先的に実施するようにしている。
【０１６７】
　一方、非接触ＩＣタグ１２から対象島情報を取得する場合には、会員遊技者は、台情報
アプリを起動した後、お勧め台画像を確認したいパチンコ遊技機１が設置されている遊技
島の島端側面２’において、該確認したいパチンコ遊技機１が設置されている面側に配置
されている非接触ＩＣタグ１２に携帯電話端末５を近接させることで、該非接触ＩＣタグ
１２に読み取り可能に記憶されている遊技場ＩＤと対象島ＩＤとが非接触ＩＣモジュール
部７０により読み取られて、メモリ部６０の所定領域に記憶している対象島情報が、非接
触ＩＣタグ１２から読み取った対象島ＩＤと遊技場ＩＤとに更新される。
【０１６８】
　このように、非接触ＩＣタグ１２から対象島情報を取得する場合には、携帯電話端末５
を非接触ＩＣタグ１２に一度近接する必要があるので、会員遊技者は、お勧め台画像を確
認したいパチンコ遊技機１が設置されている遊技島の非接触ＩＣタグ１２の配置位置へ、
その都度出向く必要があり、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する方
法よりも会員遊技者における負担がやや増えるものの、非接触ＩＣタグ１２から取得した
対象島情報は正確であるとともに迅速に取得できるので、これら非接触ＩＣタグ１２から
対象島情報を取得する方法を、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する
方法に次いで優先的に実施するようにしている。
【０１６９】
　尚、本実施例では、これら非接触ＩＣタグ１２を遊技島２の島端側面２’にのみ設けた
形態を例示しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら非接触ＩＣタグ
１２を遊技島２の島端側面２’以外の位置、例えば、遊技島２の長手方向側面の中央位置
や所定間隔位置等に設けるようにしても良い。
【０１７０】
　また、２次元コードから対象島情報を取得する場合には、会員遊技者は、台情報アプリ
を起動した後、お勧め台画像を確認したいパチンコ遊技機１が設置されている遊技島の島
端側面２’において、該確認したいパチンコ遊技機１が設置されている面側に配置されて
いる２次元コードが表示部５６に表示されるように撮像することで、撮像画像中に存在す
る２次元コードが検出されて、例えば、図１８（ａ）に示すように、２次元コードが検出
されていることを示す画像が表示される。
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【０１７１】
　このようにして２次元コードが検出されていることを示す画像が表示された場合に、該
２次元コードを表示部５６上において指触選択した場合において、該２次元コードにシン
ボル化されている遊技場ＩＤと対象島ＩＤに変換するデコードが、台情報アプリに含まれ
ている２次元コードデコードモジュールプログラムを制御部５５が実施することで行われ
、該デコードされた遊技場ＩＤと対象島ＩＤとに、メモリ部６０の所定領域に記憶してい
る対象島情報が更新される。
【０１７２】
　このように、２次元コードから対象島情報を取得する場合に会員遊技者は、台情報アプ
リを起動した後、お勧め台画像等の台情報を確認したいパチンコ遊技機１が設置されてい
る遊技島の島端側面２’や、これらお勧め台画像を確認したいパチンコ遊技機１の上部所
定位置に配置されている２次元コードを撮像するために、２次元コードを撮像可能な位置
にその都度移動する必要があり、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得す
る方法よりも会員遊技者における負担がやや増えるとともに、２次元コードのデコードが
、２次元コードを写す方向等により不正確となったり、或いは不能となってしまう場合が
あるばかりか、デコードに比較的時間を要するので、これら２次元コードから対象島情報
を取得する方法を、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する方法並びに
非接触ＩＣタグ１２から対象島情報を取得する方法に次いで優先的に実施するようにして
いる。
【０１７３】
　これら、会員移動管理コンピュータ１５から対象島情報を取得する方法、非接触ＩＣタ
グ１２から対象島情報を取得する方法、２次元コードから対象島情報を取得する方法のい
ずれかによって対象島情報を取得した後（ステップＳｋ１）、該取得した遊技場ＩＤと対
象島ＩＤとを含む対象島情報を情報配信サーバ１００に対して送信する対象島情報送信処
理を実施する（ステップＳｋ２）。
【０１７４】
　この対象島情報の受信に応じて情報配信サーバ１００は、図１６に示すように、受信し
た対象島情報に含まれる遊技場ＩＤと対象島ＩＤとに対応して遊技機テーブルに記憶され
ている台番号と特定シンボルとリンクＵＲＬとを返信する特定シンボル画像情報配信処理
を実施する（ステップＳｈ１）。
【０１７５】
　制御部５５は、特定シンボル画像情報配信処理にて返信された対象島情報を受信し（対
象島情報受信ステップ）、該受信した台番号と特定シンボルとリンクＵＲＬとを対応付け
てメモリ部６０に記憶するとともに、表示部５６に表示しているＣＣＤ撮像部６８にて撮
像した撮像画像内から、受信した各特定シンボルをそれぞれ識別する（ステップＳｋ３；
特定シンボル識別ステップ）。具体的には、受信した各特定シンボル毎に、該特定シンボ
ルが撮像画像に存在しているか否かの判定を順次実施していく。これら特定シンボルが撮
像画像に存在しているか否かの判定は、公知の画像認識技術やパターンマッチング技術を
使用することができる。
【０１７６】
　そして、特定シンボルが撮像画像に存在している場合、つまり、特定シンボルを識別し
た場合には、該識別した各特定シンボルに対応する台番号を、情報配信サーバ１００から
配信されて記憶部６０に記憶しているデータから特定するとともに、該特定した台番号と
各特定シンボルの距離を各特定シンボルの大きさと所定距離における特定シンボルの大き
さとから特定して各特定シンボルに対応付けて記憶しておく（ステップＳｋ４）。
【０１７７】
　つまり、情報配信サーバ１００から配信される特定シンボルのデータには、該特定シン
ボルが所定距離において撮像された場合における大きさの情報が含まれており、該大きさ
の特定シンボルまでの距離を１とし、該大きさと各特定シンボルが表示されている大きさ
の比率を、個々の特定シンボルとの距離の逆数として各特定シンボル毎に特定し、これら
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比率を用いて、各特定シンボルの近傍位置に表示するお勧め画像等の各種特定画像の大き
さが調整される。
【０１７８】
　そして、Ｓｋ３のステップにおいて識別した特定シンボルが１つのみであるか否かを判
定する（Ｓｋ４’）。
【０１７９】
　該判定において１つのみである場合には、図１７に示す立体タグ表示処理に移行する一
方、該判定において１つのみでない場合、つまり識別した特定シンボルが複数である場合
にはステップＳｋ５に進んで、特定した各特定シンボルに対応する台番号と遊技場ＩＤと
を含むお勧め画像配信要求を情報配信サーバ１００に対して送信する（ステップＳｋ５）
。
【０１８０】
　このお勧め画像配信要求の受信に応じて情報配信サーバ１００は、まず、受信したお勧
め画像配信要求に含まれる遊技場ＩＤと各台番号のお勧めレベルを、遊技機テーブルから
各台番号に対応するお勧めレベルを抽出して特定する（お勧めレベル抽出処理；ステップ
Ｓｈ２）。
【０１８１】
　そして、ＲＴＣ（リアルタイムクロック）１０４から取得したその時点の時刻が該当す
る配信内容、具体的には、その時点の時刻が経過している配信開始時刻のうちでその時点
の時刻に最も近い配信開始時刻に対応付けて台情報配信スケジュールテーブルに記憶され
ている配信内容を特定し、該特定した配信内容と抽出したお勧めレベルとに基づいて、配
信するお勧め画像の種別を決定する（お勧め画像決定処理；ステップＳｈ３）。
【０１８２】
　具体的には、例えば、台情報配信スケジュールテーブルから特定した配信内容が「機種
単位でお勧め」であれば、受信したお勧め画像配信要求に含まれる台番号のうちで、お勧
めレベル１またはお勧めレベル２が存在する場合には、該お勧めレベル１またはお勧めレ
ベル２の機種と同一の機種である台番号については、該台番号に関して抽出したお勧めレ
ベルがレベル０であっても、該台番号に対応する特定シンボルの近傍位置に表示するお勧
め画像としては、星１つの画像であるお勧め画像１を配信する画像として決定する。また
、お勧めレベル１またはお勧めレベル２の台番号についても、配信する画像としては星１
つの画像であるお勧め画像１を決定する。
【０１８３】
　また、台情報配信スケジュールテーブルから特定した配信内容が「レベル１開示お勧め
」であれば、受信したお勧め画像配信要求に含まれる台番号のうちで、抽出したお勧めレ
ベルがお勧めレベル１以上である台番号を特定するとともに、該特定した台番号対応する
特定シンボルの近傍に表示するお勧め画像として、星２つの画像であるお勧め画像２を配
信する画像として決定する。よって、お勧めレベルがレベル０である台番号の特定シンボ
ルに対しては、お勧め画像は決定されないのでお勧め画像は表示されないことになり、お
勧めレベルがレベル１或いはレベル２である台番号の特定シンボルに対してのみお勧め画
像１が表示されることで、お勧め台を含む機種のうち、どの台がお勧め台であるのかが会
員遊技者に開示されるようになる。
【０１８４】
　また、台情報配信スケジュールテーブルから特定した配信内容が「レベル２開示お勧め
」であれば、受信したお勧め画像配信要求に含まれる台番号のうちで、抽出したお勧めレ
ベルがお勧めレベル１である台番号を特定するとともに、該特定した台番号対応する特定
シンボルの近傍に表示するお勧め画像として、星２つの画像であるお勧め画像２を配信す
る画像として決定する。更に、受信したお勧め画像配信要求に含まれる台番号のうちで、
抽出したお勧めレベルがお勧めレベル２である台番号を特定するとともに、該特定した台
番号対応する特定シンボルの近傍に表示するお勧め画像として、星３つの画像であるお勧
め画像２を配信する画像として決定する。よって、お勧めレベルがレベル０である台番号
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の特定シンボルに対しては、お勧め画像は決定されないのでお勧め画像は表示されないこ
とになり、お勧めレベルがレベル１の台番号の特定シンボルに対してはお勧め画像２が表
示され、お勧めレベルがレベル２の台番号の特定シンボルに対してはお勧め画像３が表示
されることで、お勧めレベルが高い遊技機がどの台であるのかが会員遊技者に開示される
ようになる。
【０１８５】
　そして、これら各台番号毎に決定された種別のお勧め画像を携帯電話端末５で表示する
ためのお勧め画像データを、決定された台番号に対応付けた形態にて本発明の遊技機関連
情報として携帯電話端末５に対して配信する（お勧め画像配信処理；ステップＳｈ４）。
【０１８６】
　制御部５５は、このようにして情報配信サーバ１００から配信されるお勧め画像データ
を含む情報を受信し（遊技機関連情報受信ステップ）、該受信したお勧め画像データを対
応付けられている台番号とともにメモリ部６０に一時記憶することで、各台番号の遊技機
に対応する特定シンボルに関連づけられている情報として記憶される。
【０１８７】
　そして、制御部５５は、これら記憶したデータに基づき、識別した各特定シンボルにつ
いて、特定シンボルの識別時において特定した台番号に対応するお勧め画像データを、各
特定シンボルに関連づけられている情報として特定するとともに（関連情報特定ステップ
）、該お勧め画像データに基づくお勧め画像を、各台番号が対応する特定シンボルについ
て上記にて特定された比率に基づいて、各特定シンボルの距離に応じた大きさに変更する
（ステップＳｋ６）。
【０１８８】
　そして、大きさが変更された、上記にて特定したお勧め画像データによるお勧め画像を
、該特定シンボルに関連付けられている情報を示す態様の特定画像として、各台番号に対
応する特定シンボルの表示位置の近傍位置に、例えば、図１８（ｂ）に示すように、いず
れの特定シンボルがお勧め画像によって表示されなくなってしまうことのないように、表
示部５６において撮像画像に重ねて表示することで（ステップＳｋ７；拡張現実ステップ
）、会員遊技者は、お勧めの機種がどの機種であるのかや、お勧めの機種のうち、どの遊
技機がお勧め台であるのかや、お勧め台のお勧めレベルがどのレベルであるのかを、遊技
場が決定したスケジュールに応じて把握できるようになる。
【０１８９】
　尚、本実施例では、お勧め画像により特定シンボルが隠されてしまうと、撮像画像内に
複数の特定シンボルが存在する場合においては、どの遊技機がお勧め台であるのかや、お
勧めレベルが高いのかを把握し難くなってしまうことを考慮して、お勧め画像を、いずれ
の特定シンボルがお勧め画像によって隠されてしまうことのないように表示するようにし
ているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、本実施例のように、お勧め
画像の大きさを特定シンボルとの距離に応じて変化させることで、各特定シンボルの位置
関係を撮像画像内において把握し易くする場合においては、例えば、図２４（ｂ）に示す
ように、特定シンボルにお勧め画像が完全に重なるように表示するようにしても良い。
【０１９０】
　尚、このようにして表示部５６に表示された各お勧め画像には、ＵＲＬのリンクがなさ
れていることを示す下線が付加されて表示されており、会員遊技者が該お勧め画像を選択
した場合には、該選択されたお勧め画像が対応する特定シンボルの台番号に対応付けてメ
モリ部６０に記憶されているリンクＵＲＬが特定され、該リンクＵＲＬに自動的にアクセ
スすることにより、表示部５６には、図１８（ｃ）に示すように、その機種の紹介ページ
が表示され、該機種のスペックや遊技方法等の情報を、遊技者が容易に取得できるように
なっている。
【０１９１】
　また、上記したステップＳｋ７において各お勧め画像を表示した後に制御部５５は、図
１６に示すように、Ｓｋ３のステップにおいて識別した特定シンボルに対応する台番号の
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うち、お勧め画像配信要求を送信していない台番号が存在するか否かの判定（Ｓｋ８）、
対象島の変更操作の有無判定（Ｓｋ９）、終了操作の有無判定（Ｓｋ１０）を順次実施し
て、お勧め画像配信要求を送信していない台番号が存在する場合には、前述したＳｋ５の
ステップに戻り、対象島の変更操作有りと判定した場合にはＳｋ１のステップに戻り、終
了操作有りと判定した場合には台情報アプリの実行を終了する。
【０１９２】
　次に、識別した特定シンボルが１つのみであるときにＳｋ４’のステップから移行する
立体タグ表示処理について図１７に基づき説明する。
【０１９３】
　まず、立体タグ表示処理においては、Ｓｋ４のステップにて特定した台番号と遊技場Ｉ
Ｄとダウンロード時に当該台情報アプリに付加された会員ＩＤとを含む台情報配信要求を
情報配信サーバ１００に対して送信する（ステップＳｒ１）。
【０１９４】
　この台情報配信要求の受信に応じて情報配信サーバ１００は、まず、識別された１の特
定シンボルに関連する台情報、つまり、該特定シンボルに関連付けされた、該特定シンボ
ルが配置されたパチンコ遊技機１の台番号に対応付けて管理されている各種の台情報を抽
出する台情報抽出処理を実施する（Ｓｈ１１）。
【０１９５】
　具体的に、この台情報抽出処理においては、受信した台情報配信要求に含まれる遊技場
ＩＤと台番号から特定されるパチンコ遊技機１のお勧めレベルを、遊技機テーブルから抽
出するとともに、該台番号に対応するお宝台データを抽出する。
【０１９６】
　さらに、受信した台情報配信要求に含まれる遊技場ＩＤと会員ＩＤに対応付けて遊技場
別会員遊技履歴テーブルに記憶されている遊技履歴のうち、受信した台情報配信要求に含
まれる台番号の遊技履歴を抽出するとともに、受信した台情報配信要求に含まれる遊技場
ＩＤと台番号とに対応する台データを、図７（ａ）に示す遊技場別台データテーブルから
抽出する。
【０１９７】
　そしてＳｈ２のステップに進み、図１７に示すように、立体タグの上述した各面に合成
される特定画像をＳｈ１の台情報抽出処理にて抽出した各種の台情報毎に、当該台情報に
基づいて決定する特定画像決定処理を実施した後、該決定した特定画像の情報を含む表示
情報を配信する（表示情報配信処理；ステップＳｈ１３）。
【０１９８】
　具体的に、本実施例の特定画像決定処理においては、お勧めレベルの台情報については
、前述したＳｈ３のお勧め画像決定処理と同一の処理を実施することで、台情報配信スケ
ジュールテーブルに記憶されている配信内容と抽出したお勧めレベルとに基づいて、配信
するお勧め画像の種別（お勧め画像１～お勧め画像３）を決定する。
【０１９９】
　尚、本実施例では、これらお勧め画像１～お勧め画像３にリンクするＵＲＬのリンク情
報を前述した対象島情報に含まれるリンク情報とともに、該お勧め画像１～お勧め画像３
とともに送信することで、これらお勧め画像１～お勧め画像３へのリンク付けを携帯電話
端末５において容易に実施できるようにしている。
【０２００】
　また、遊技履歴の台情報については、まず、抽出した遊技履歴が存在するか否かを判定
し、存在しない場合には、所定期間内において遊技していないことを示す「ＮＰ（Ｎｏ　
Ｐｌａｙ）」のロゴ画像を特定画像として決定し、遊技履歴が存在する場合には、当該遊
技履歴の遊技順（前回、前々回、３回前等）と勝敗とを特定して、勝ちであって差玉数が
所定数以上である場合には「◎」、勝ちであって差玉数が所定数未満である場合には「○
」、負けである場合には「×」を、各遊技順の表示に対応する特定画像として決定する。
【０２０１】
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　また、台データの台情報については、抽出した台データのうち、大当り回数と確変回数
と差玉数とを特定画像として表示する台データとして決定する。
【０２０２】
　また、お宝台の台情報については、抽出したお宝台データがお宝台であることを示す「
１」である場合には、特定画像として「＄＄＄」の画像を特定し、抽出したお宝台データ
がお宝台でないことを示す「０」である場合には、特定画像として「？」の画像を特定す
る。
【０２０３】
　このように、本実施例では、会員遊技者が情報を認識し易くするための特定画像を逐次
、最新のものに更新する手間を省くことができるように、最新の特定画像をその都度、携
帯電話端末５に配信できるようにするために、情報配信サーバ１００側において、識別し
た特定シンボルに関連付けされた各種の台情報（遊技関連情報）を抽出するだけではなく
、抽出した台情報（遊技関連情報）に対応する特定画像を決定して、該決定した特定画像
を含む表示情報を携帯電話端末５に配信するようにしているが、本発明はこれに限定され
るものではなく、例えば、これら特定画像が予め台情報アプリに既に組み込まれていて、
各種の台情報に該当する特定画像の決定を携帯電話端末５側において実施できる場合にお
いては、情報配信サーバ１００は、抽出した各種の台情報（遊技関連情報）を携帯電話端
末５に配信すれば良い。
【０２０４】
　すなわち、抽出した台情報に対応する特定画像は、抽出した台情報を遊技者が容易に認
識可能とするために単に情報の形態を変更しただけであって、抽出した台情報と同一の情
報を含むもの、つまり、台情報と同じく特定シンボルに関連付けされたパチンコ遊技機１
に関する遊技関連情報に該当し、よって、該特定画像を配信することは遊技関連情報を配
信することに該当する。
【０２０５】
　また、情報配信サーバ１００側において特定画像を決定する場合にあっても、表示する
特定画像が予め台情報アプリに既に組み込まれている場合においては、特定画像自体を配
信するのではなく、個々の特定画像に固有に付与された画像ＩＤ等の特定画像を識別可能
な特定画像識別情報を表示情報として送信するようにしても良い。
【０２０６】
　携帯電話端末５の制御部５５は、このようにして情報配信サーバ１００から配信される
各種の台情報に対応した特定画像を含む表示情報を受信し（表示情報受信ステップ）、該
受信した特定画像を、台情報の各種別毎にメモリ部６０に一時記憶する（ステップＳｒ２
）。
【０２０７】
　そして、制御部５５は、前述したように、台情報アプリに含まれる３次元モデル生成モ
ジュールプログラムに基づいて、図２１に示す立体タグモデルを生成するとともに（立体
タグモデル生成処理；ステップＳｒ３）、視点位置特定モジュールプログラムに基づいて
、撮像している特定シンボルの撮像位置（視点位置）を特定する視点位置特定処理を実施
する（Ｓｒ４）。
【０２０８】
　この視点位置特定処理においては、撮像した特定シンボルの形状と、視点位置特定モジ
ュールプログラムに組み込まれている各視点位置から撮像した特定シンボルの形状データ
とが照合され、撮像した特定シンボルの形状が最も近い形状データに対応する視点位置を
該特定シンボルの撮像位置（視点位置）として特定する。
【０２０９】
　尚、視点位置特定モジュールプログラムに組み込まれている特定シンボルの形状データ
には、特定シンボルが配置されている座席位置からの形状データや、特定シンボルが配置
されている座席の隣座席からの形状データや、特別位置となる特定シンボルの真下位置か
らの形状データが含まれており、これら各形状データと合致することで、撮像位置が、座
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席位置であるか、隣座席位置であるか、特別位置であるか、これらの位置以外の通路位置
であるのかを判定できるようになっている。
【０２１０】
　次いで、３次元モデル視点移動モジュールプログラムを用い、視点位置特定処理にて特
定した撮像位置（視点位置）に基づいて、立体タグモデル生成処理にて生成した立体タグ
モデルを、該撮像位置（視点位置）から見た状態となるように回転させた後（立体タグモ
デル回転処理；ステップＳｒ５）、該撮像位置（視点位置）が、上述した、座席位置であ
るか、隣座席位置であるか、特別位置であるか、これらの位置以外の通路位置であるのか
を判定する視点判定処理を実施する（ステップＳｒ７）。
【０２１１】
　そして、視点判定処理にて判定した撮像位置（視点位置）の種別に該当する特定画像を
、立体タグモデルの当該視点に対応した面に、前述したステップＳｋ６と同じく、Ｓｋ４
のステップにおいて特定した特定シンボルとの距離に応じて大きさにて合成する視点対応
特定画像合成処理を実施した後（ステップＳｒ８）、該視点対応特定画像合成処理にて生
成した立体タグの画像を表示部５６に表示する立体タグ表示処理を実施する（ステップＳ
ｒ９）。
　具体的に、この視点対応特定画像合成処理においては、視点判定処理にて判定した撮像
位置（視点位置）の種別が通路位置である場合には、立体タグモデルにおける通路位置の
対応面である前述した通路者用Ａ面或いは通路者用Ｄ面に、一時記憶しているお勧め画像
と、ＵＲＬのリンクがなされていることを示す下線の画像を合成し、該合成した立体タグ
モデルの該視点位置から見た画像を生成する。よって、これら通路位置から特定シンボル
である札７を撮像した場合には、例えば、図２２（ａ）に示すように、通路者用Ａ面にＵ
ＲＬのリンクがなされていることを示す下線を有する星２つの画像であるお勧め画像２が
貼り付けられた状態の立体タグが、札７の画像に重ねて表示される。
【０２１２】
　このように下線を有するお勧め画像２が表示されている段階で会員遊技者が該お勧め画
像２を選択した場合には、該選択操作を受付け（選択操作受付けステップ）、該選択操作
の受付に応じて該選択されたお勧め画像２が対応する特定シンボルの台番号に対応付けて
メモリ部６０に記憶されているリンクＵＲＬが特定され、該リンクＵＲＬに自動的にアク
セスする（リンクＵＲＬアクセスステップ）ことにより、表示部５６には、図１８（ｃ）
と同様に、その機種の紹介ページが表示され、該機種のスペックや遊技方法等の情報を、
遊技者が容易に取得できるようになっている。
【０２１３】
　尚、図２２（ａ）においては、特定シンボルである札７が対応するパチンコ遊技機１の
座席側方向から見た場合の通路者用Ａ面を例示しているが、逆方向から見た場合の通路者
用Ｄ面についても、通路者用Ａ面と同様である。
【０２１４】
　また、視点判定処理にて判定した撮像位置（視点位置）の種別が座席位置である場合に
は、立体タグモデルにおける座席位置の対応面である前述した座席者用Ｂ面に、一時記憶
している遊技履歴の特定画像を合成し、該合成した立体タグモデルの該視点位置から見た
画像を生成する。よって、これら座席位置から特定シンボルである札７を撮像した場合に
は、例えば、図２２（ｂ）に示すように、座席者用Ｂ面に「前回◎、前々回×、３回前○
」の特定画像が貼り付けられた状態の立体タグが、札７の画像に重ねて表示される。
【０２１５】
　また、視点判定処理にて判定した撮像位置（視点位置）の種別が隣座席位置である場合
には、立体タグモデルにおける隣座席位置の対応面である前述した隣座席者用Ｃ面に、一
時記憶している台データの特定画像を合成し、該合成した立体タグモデルの該視点位置か
ら見た画像を生成する。よって、これら隣座席位置から特定シンボルである札７を撮像し
た場合には、例えば、図２２（ｃ）に示すように、隣座席者用Ｃ面に「大当り＊回、確変
＊回、差玉数＊＊＊＊、…」の特定画像が貼り付けられた状態の立体タグが、札７の画像
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に重ねて表示される。
【０２１６】
　また、視点判定処理にて判定した撮像位置（視点位置）の種別が特別位置である場合に
は、立体タグモデルにおける特別位置の対応面である前述した特別用Ｅ面に、一時記憶し
ているお宝台の特定画像を合成し、該合成した立体タグモデルの該視点位置から見た画像
を生成する。よって、これら特別位置から特定シンボルである札７を撮像した場合には、
例えば、図２２（ｄ）に示すように、座席者用Ｂ面に「＄＄＄」の特定画像が貼り付けら
れた状態の立体タグが、札７の画像に重ねて表示される。
【０２１７】
　このように、本実施例では、会員遊技者の撮像位置に応じて立体タグが回転して、撮像
位置に対応する面に、撮像位置（視点位置）に対応する種別の台情報の特定画像が合成表
示されることにより、会員遊技者に各種の遊技関連情報である台情報を提供するようにし
ているが、本発明はこれに限定されるものではなく、図２３に示すように、これら立体タ
グを使用せずに、複数の特定シンボルを識別した場合における図１８に示した表示形態と
同様に、特定シンボルである札７の近傍位置に、各撮像位置（視点位置）の種別に該当す
る特定画像を表示するようにしても良い。
【０２１８】
　図１７におけるステップＳｒ９の立体タグ表示処理を実施した後に制御部５５は、終了
操作の有無判定（Ｓｒ１０）、対象島の変更操作の有無判定（Ｓｒ１１）、同一の特定シ
ンボルのみを撮像中であるか否かの判定（Ｓｒ１２）を順次実施し、終了操作有りと判定
した場合には台情報アプリの実行を終了し、対象島の変更操作有りと判定した場合並びに
同一の特定シンボルのみを撮像中でないと判定した場合には、図１６におけるＳｋ３のス
テップに進み、同一の特定シンボルのみを撮像中であると判定した場合にはＳｒ４のステ
ップに戻る。
【実施例２】
【０２１９】
　次に、本実施例２のシステム構成について説明する。尚、本実施例２は、大きくは、実
施例１と特定シンボル画像情報配信処理において配信する特定シンボルの内容が異なるの
みで、その他の構成は実施例１と同一とされているので、同一の部分の詳細な説明は省略
し、本実施例２の特徴点についてのみ詳述する。
【０２２０】
　尚、前述した実施例１では、各特定シンボルとなる札７に関連付けられている台情報を
示す特定画像であるお勧め画像１～３を、その都度、情報配信サーバ１００から携帯電話
端末５に送信するのに対し、本実施例２では、これらお勧め画像１～３は、予め、台情報
アプリのデータとして、台情報アプリに付加されて、台情報アプリとともに予め携帯電話
端末５に記憶されている。
【０２２１】
　また、本実施例２においても、実施例１と同じく、各遊技場の管理コンピュータ１０か
ら情報配信サーバ１００にお勧め台設定情報が送信されるようになっており、該お勧め台
設定情報により、遊技機テーブルにおいて、当該遊技場内に設置されているパチンコ遊技
機１に各々対応して配置される特定シンボルのうちから、お勧め台であることを示すお勧
めレベル１やお勧めレベル２等の台情報が関連づけられる特定シンボル（表示対象特定シ
ンボル）を設定できるようになっており、該お勧め台設定情報を受信するお勧め台設定情
報受信処理が本発明における表示対象設定手段に該当する。
【０２２２】
　以下、本実施例２においてお勧め画像１～３が表示される流れについて説明すると、携
帯電話端末５において実施されるステップＳｋ０～ステップＳｋ２までの処理が、実施例
１と同一であり、ステップＳｋ２において対象島情報が情報配信サーバ１００に対して送
信される。
【０２２３】
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　この対象島情報の受信に応じて情報配信サーバ１００は、ＲＴＣ（リアルタイムクロッ
ク）１０４から取得したその時点の時刻が該当する配信内容、具体的には、その時点の時
刻が経過している配信開始時刻のちでその時点の時刻に最も近い配信開始時刻に対応付け
て台情報配信スケジュールテーブルに記憶されている配信内容を特定し、受信した対象島
情報に含まれる遊技場ＩＤと対象島ＩＤとに対応して遊技機テーブルに記憶されている特
定シンボルのうち、該特定した配信内容に該当するお勧めレベルが対応付けられている特
定シンボルのみを表示対象特定シンボルとして抽出して、該抽出した特定シンボル（表示
対象特定シンボル）と該特定シンボルに対して表示するお勧め画像（お勧め画像１～３の
いずれか）の種別を特定可能な種別データとリンクＵＲＬとを返信する特定シンボル画像
情報配信処理を実施する（ステップＳｈ１’）。
【０２２４】
　具体的には、例えば、台情報配信スケジュールテーブルから特定した配信内容が「レベ
ル１開示お勧め」であれば、受信した対象島情報に含まれる遊技場ＩＤと対象島ＩＤとに
対応して遊技機テーブルに記憶されている特定シンボルのうち、お勧めレベルとしてレベ
ル１以上のお勧めレベルが対応付けられている特定シンボルのみを抽出することにより、
配信する表示対象特定シンボルとして決定し、該決定した特定シンボル（表示対象特定シ
ンボル）とお勧め画像２の種別データとリンクＵＲＬとを返信する。
【０２２５】
　一方、台情報配信スケジュールテーブルから特定した配信内容が「レベル２開示お勧め
」であれば、受信した対象島情報に含まれる遊技場ＩＤと対象島ＩＤとに対応して遊技機
テーブルに記憶されている特定シンボルのうち、お勧めレベルとしてレベル２が対応付け
られている特定シンボルのみを表示対象特定シンボルとして抽出して、該抽出した特定シ
ンボル（表示対象特定シンボル）とお勧め画像３の種別データとリンクＵＲＬとを返信す
る。
【０２２６】
　制御部５５は、これら情報配信サーバ１００から返信される特定シンボル画像情報を受
信する特定シンボル画像情報受信処理（対象情報受信ステップ）を実施するとともに、該
受信した特定シンボル画像情報に含まれる表示対象特定シンボルとなる各特定シンボルの
画像データとリンクＵＲＬとお勧め画像の種別とを対応付けてメモリ部６０に記憶する。
そして、表示部５６に表示しているＣＣＤ撮像部６８にて撮像した撮像画像内から特定シ
ンボルを全て識別し（特定シンボル識別ステップ）、該識別した各特定シンボルが、情報
配信サーバ１００から受信してメモリ部６０に記憶した特定シンボル（表示対象特定シン
ボル）であるか否か、つまり、情報配信サーバ１００から受信した表示対象特定シンボル
を識別したか否かを判定する（判定ステップ）。
【０２２７】
　そして、表示対象特定シンボルを識別したときには、表示対象特定シンボルとともに受
信した種別データから特定されるお勧め画像であるお勧め画像２或いはお勧め画像３を、
実施例１の場合と同じく、図２４（ａ）に示すように、識別された表示対象特定シンボル
の距離に応じて調整して、各表示対象特定シンボルの近傍位置に表示する（拡張現実処理
ステップ）。
【０２２８】
　このようにすることで、本実施例２では、特定シンボルである札７を取り外したり、変
更することなく、お勧めレベルがレベル０である遊技機に配置されている特定シンボルに
対しては、お勧め画像が表示されないことになり、お勧めレベルがレベル１或いはレベル
２である台番号の特定シンボルに対してのみ、お勧め画像２やお勧め画像３が表示される
ので、お勧め台を含む機種のうち、どの台がお勧め台であるのかとともに、どの台がレベ
ル１或いはレベル２であるのかを会員遊技者に開示できるようになる。
【０２２９】
　以上、前記各実施例によれば、遊技機関連情報配信装置となる情報配信サーバ１００か
ら、携帯電話端末５にて識別された特定シンボルである札７に関連付けられた複数種類の
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台情報に対応する特定画像が配信され、会員遊技者の撮像位置が、該識別された札７（特
定シンボル）が対応するパチンコ遊技機１の座席位置であるとき、つまり、札７（特定シ
ンボル）が対応するパチンコ遊技機１で遊技者が遊技中である状況にあるときには、第１
種類の台情報となる当該パチンコ遊技機１における当該会員遊技者の遊技履歴に基づく勝
敗を示す、「◎」や「○」や「×」の態様の特定画像（第１特定画像）が表示されること
で、遊技の継続や終了の判断に資する情報が提供され、遊技者の撮像位置が、該識別され
た札７（特定シンボル）が対応するパチンコ遊技機１の座席位置でない、例えば通路位置
であるとき、つまり、札７（特定シンボル）が対応するパチンコ遊技機１で会員遊技者が
遊技中でない遊技を行う台を探している状況にあるときには、第２種類の台情報となるお
勧めレベルを示す、お勧め画像１（星１つ）～お勧め画像３（星３つ）の態様の特定画像
（第２特定画像）が表示されるようになるので、遊技者に対して該遊技者の状況に適した
情報を提供することができる。
【０２３０】
　また、前記実施例によれば、携帯電話端末５において識別できる札７（特定シンボル）
の態様や、携帯電話端末５において表示する各特定画像の態様を、特定画像のデータを含
む表示情報や、対象島に配置されている札７（特定シンボル）の特定シンボルデータを含
む対象島情報を情報配信サーバ１００から配信することで、これら特定画像や札７（特定
シンボル）を最新の適切なものに更新することができるので、これら適切な札７（特定シ
ンボル）や、適切な特定画像により台情報（遊技関連情報）の提供を適切に実施できる。
【０２３１】
　また、前記各実施例によれば、第１特定画像となる遊技履歴に基づく勝敗の特定画像や
、第２特定画像となるお勧め画像に加え、撮像位置が隣座席位置であるとき、つまり、会
員遊技者が、識別した札７（特定シンボル）が対応するパチンコ遊技機１以外の他のパチ
ンコ遊技機１にて遊技中である状況にあるときには、第３種類の台情報（遊技機関連情報
）である台データである差玉数を示す態様の特定画像（第３特定画像）が表示されるよう
になり、隣のパチンコ遊技機１の収支状況を把握して、台移動の判断に資することができ
るようになるので、遊技者の状況により適した情報を提供することができる。
【０２３２】
　また、前記各実施例によれば、撮像位置が所定の特別位置である札７（特定シンボル）
の真下位置であるときにおいてのみ、特別種別となるお宝台の台情報（遊技機関連情報）
を示す「＄＄＄」の特定画像（第４特定画像）が表示されるようになるため、遊技者は、
これらお宝台である「＄＄＄」が表示されるパチンコ遊技機１や、表示される特別位置が
どの撮像位置であるのかを探索するようになるので、これら撮像位置の探索を楽しみなが
ら特別種別となるお宝台の台情報を取得することができる。
【０２３３】
　また、前記各実施例によれば、遊技者は、お勧め画像を選択するのみで、該お勧め画像
にリンク付けされている所定コンテンツとなる当該機種の情報や遊技方法等を取得するこ
とができるので、遊技者の利便性を向上できる。
【０２３４】
　また、前記各実施例によれば、お勧め画像により、各遊技機のお勧めレベル（推奨レベ
ル）の情報を遊技者に提供できるので、パチンコ遊技機１の稼働向上を図ることができ、
パチンコ遊技機１の稼働支援を適切に実施することができる。
【０２３５】
　また、前記各実施例によれば、情報配信スケジュールテーブルに基づいて、各配信開始
時刻となる毎に、配信されるお勧め画像が変更されるので、例えば営業中における各配信
開始時刻の時間帯に応じた適切な台情報の提供を行うことができる。
【０２３６】
　また、前記各実施例によれば、お勧め画像が、対応する特定シンボルである札７との距
離に応じた大きさにて表示部５６に表示されるようになるので、お勧め画像等の特定画像
が対応する札７や該札７が対応するパチンコ遊技機１の位置を特定し易くなるとともに、
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特定画像を立体タグの対象表示面に適した大きさとすることができ、特定画像の視認性を
向上できる。
【０２３７】
　また、前記各実施例によれば、遊技島２に設置されている各遊技機であるパチンコ遊技
機１に対応する各札７の特定シンボルだけでは、どの遊技機がお勧め台であるのか等の台
情報を把握することはできないが、会員となって台情報アプリを情報配信サーバより取得
して、所持している携帯電話端末５において実行することにより、撮像した特定シンボル
の位置或いは特定シンボルの近傍位置にお勧め画像が表示されることにより、どの遊技機
がお勧め台であるのかや、どの遊技機のお勧めレベルが高いのか等の台情報を把握できる
ようになるので、これら台情報を取得したい遊技者の会員登録を促進することが可能とな
る。
【０２３８】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【０２３９】
　例えば、前記実施例では、携帯電話端末５から情報配信サーバ１００に対して、対象島
情報を送信することにより、対象島情報に含まれる島ＩＤに対応付けて遊技機テーブルに
記憶されている特定シンボル画像のデータと台番号等のデータが携帯電話端末５に返信さ
れることで、撮像画像内の特定シンボルの識別が携帯電話端末５において実施されるよう
になっており、このようにすることは、対象島情報に含まれる島ＩＤに対応付けて遊技機
テーブルに記憶されている特定シンボル画像のみが配信されて携帯電話端末５に記憶され
るので、これら特定シンボル画像を記憶するための記憶容量を少なくできることから好ま
しいが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、図２５の遊技機テーブルに示
すように、各島ＩＤ毎に外形を固有の形状とした札７を用いるようにするとともに、例え
ば、台情報アプリの起動時において会員登録している遊技場の遊技場ＩＤを携帯電話端末
５から受信することに応じて、該遊技場ＩＤに対応して遊技機テーブルに記憶されている
特定シンボルの画像データと対応する台番号のデータを、予め全て携帯電話端末５へ配信
して記憶しておき、これら記憶した特定シンボルの画像データに基づいて撮像画像内から
特定シンボルを識別した場合には、識別した特定シンボルの外形形状（札形状）とローマ
数字から成る特定シンボルから台番号を直接特定して情報配信サーバ１００に送信するこ
とにより、該特定した台番号が該当するお勧め画像の配信を受けるようにしても良く、こ
の場合には、前述したように、対象島情報を取得する必要がないので、これら対象島情報
を取得するための機能やシステムを必要としない反面、識別対象となる特定シンボルの数
が多くなることから、撮像画像内からの特定シンボルの識別に要する処理負荷が大きくな
るとともに時間が長くなる畏れがあるので、制御部５５の処理能力が優れている場合にお
いて有効な手法となる。
【０２４０】
　よって、特定シンボルの情報は、識別する際において情報配信サーバ１００から携帯電
話端末５に配信されるもののみならず、予め事前に情報配信サーバ１００から携帯電話端
末５に配信されているものであっても良い。
【０２４１】
　また、前記実施例では、対象島情報の受信に応じて特定シンボルを情報配信サーバ１０
０から携帯電話端末５に配信するようにしているが、例えば、図１０に示すように、個々
の遊技島２において配置される特定シンボルとなる札７の態様が同一である場合には、特
定シンボルを検出するための特定シンボル画像、例えば、ローマ数字の「II」が印刷され
た札７の画像であれば特定シンボル画像１、ローマ数字の「III」が印刷された札７の画
像であれば特定シンボル画像２…のように、個々の特定シンボル画像を特定可能に予め台
情報アプリに付与しておき、該特定シンボル画像が識別されたときには、該識別された特
定シンボル画像の番号と対象台情報とを情報配信サーバ１００に送信して、情報配信サー
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バ１００において該対象台情報と特定シンボル画像の番号とから台番号を特定し、該特定
した台番号に対するお勧め画像の表示・非表示や表示する場合のお勧め画像の種別を決定
して、該決定した非表示や非表示とする特定シンボル画像の番号或いは表示する場合のお
勧め画像と該お勧め画像を表示する対象となる特定シンボル画像の番号とを情報配信サー
バ１００から配信するようにしても良い。
【０２４２】
　つまり、このようにすれば、情報配信サーバ１００からは逐次特定シンボル画像を配信
することなく、お勧め画像や表示情報のみを配信すれば良いことになる。
【０２４３】
　また、前記実施例では、情報配信サーバ１００にて、情報配信スケジュールテーブルに
記憶されているデータから特定されるその時点が該当する配信内容に基づいて決定したお
勧め画像を逐次配信するようにしており、このようにすることは、例えば、実施例２の場
合のように、これら表示するお勧め画像を携帯電話端末５において、予め各種のお勧め画
像や情報配信スケジュールの配信を受けて記憶しておき、該携帯電話端末５側において情
報配信サーバ１００から取得した各台番号のお勧めレベルに基づいてお勧め画像を決定す
る場合に比較して、携帯電話端末５における時間を故意に変更（例えば時間を進める）す
ることにより、その時点では本来決定されないお勧め画像が決定されて表示されてしまう
ことを防止できることから好ましいが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば
、お勧め画像を決定する場合においてその時の時間情報を情報配信サーバ１００から取得
することで、故意による時間の変更等による問題を回避できる場合には、予め各種のお勧
め画像や情報配信スケジュールを携帯電話端末５に配信して記憶しておくようにしたり、
或いは、お勧め画像を予め台情報アプリのデータに含めることにより、逐次配信しなくて
も携帯電話端末５側に予め記憶されているようにして、該携帯電話端末５側にてお勧め画
像を決定するようにしても良い。つまり、このようにすれば、情報配信サーバ１００から
は逐次お勧め画像を配信することなく、特定シンボル画像のみを配信すれば良いことにな
る。
【０２４４】
　また、前記実施例では、遊技場の係員が、いちいち、札７を変更することを行わずにお
勧め情報を遊技者に提供できるばかりか、各遊技機に対して配置される特定シンボルとな
る札７からは、直接的には、お勧め台であるか否かや、お勧めレベルがどのレベルである
か等のお勧め情報を把握できないようにしておき、これらお勧め情報を会員となることで
取得可能な台情報アプリを実行することによってのみ取得可能とすることで、遊技者に会
員となる動機付けを与えることができることから好ましいが、本発明はこれに限定される
ものではなく、例えば、遊技機全てに特定シンボルとなる札７を配置するのではなく、お
勧め台とする遊技機にのみ、札７を配置することで、これら札７が配置された遊技機がお
勧め台であることは非会員の遊技者であっても知覚できるが、そのお勧めレベルが高いの
か或いは低いのかは、会員となって台情報アプリを取得しない限りは明確に判らないよう
にしても良い。
【０２４５】
　また、前記実施例では、情報配信サーバ１００からの情報の配信対象を会員遊技者とし
ているが、本発明はこれに限定されるものではなく、非会員の遊技者も台情報アプリを取
得可能として、これら非会員の遊技者も情報の配信対象としても良い。
【０２４６】
　また、前記実施例では、台情報アプリを情報配信サーバ１００から無償で配信するよう
にしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら台情報アプリを、例えば
、携帯電話端末５のメーカー等が運営するサイトから有償でダウンロードするようにして
も良い。
【０２４７】
　また、前記実施例では、リンクＵＲＬを特定シンボル画像情報とともに配信し、携帯電
話端末５側においてお勧め画像に対するリンク付けを実施するようにしているが、本発明
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はこれに限定されるものではなく、これらリンクＵＲＬをお勧め画像データとともに配信
したり、或いは、これらリンク付けを情報配信サーバ１００において実施し、該リンク付
けされたお勧め画像データを情報配信サーバ１００が携帯電話端末５に配信するようにし
ても良い。
【０２４８】
　また、前記実施例では、各遊技場で固有の特定シンボルとなる札７を使用するようにし
ているが、本発明はこれに限定されるものではなく、各遊技場で共通の特定シンボル、例
えば、ローマ数字が上下方向に正しく印刷されている特定シンボルを全ての遊技場で共通
して使用するようにしても良い。尚、この場合にあっては、これらの特定シンボルがどの
遊技場の特定シンボルであるのかを確実に特定しないと、間違った遊技場の台情報が配信
されてしまう畏れがあるので、この場合には、会員遊技者が来店している遊技場を確実に
特定できるようにするために、前述のように携帯電話端末５の機能に応じて遊技場ＩＤを
含む対象島情報を取得する手法に加えて、より確実に遊技場ＩＤを特定できるようにする
ために、これら遊技場ＩＤを遊技者が直接入力できるようにしても良い。
【０２４９】
　また、これら遊技場ＩＤや対象島の島ＩＤを取得する手法は、前記実施例に例示した無
線ＬＡＮや非接触ＩＣタグ１２や２次元バーコードを読み取る手法に限定されるものでは
なく、携帯電話端末５にＧＰＳ機能が搭載され、遊技場に屋内用ＧＰＳ端末が設置されて
いることにより、遊技場内でＧＰＳ機能が利用できる場合には、該ＧＰＳ機能により特定
された位置情報を、例えば、位置情報の送信に応じて該位置情報に該当する遊技場ＩＤと
島ＩＤを特定して返信する特定サーバにインターネット網を介して送信することにより、
遊技場ＩＤと島ＩＤとを取得するようにしても良い。
【０２５０】
　さらに、前記実施例では、個々の遊技場内に設置された無線ＬＡＮ端末２０、２１ａ～
２１ｃを有する会員移動管理システムを使用して、該会員移動管理システムの会員移動管
理コンピュータ１５から遊技場ＩＤと対象島の島ＩＤとを含む対象島情報を取得する形態
を例示したが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、遊技場内にローカルに
設置された無線ＬＡＮのアクセスポイントではなく、商用無線ＬＡＮとして遊技場外の市
中に設置されたアクセスポイントから、該アクセスポイント（複数であっても良い）の識
別情報（ＩＤ）を取得し、これら取得したアクセスポイントの識別情報（ＩＤ）を、例え
ば、各アクセスポイントの識別情報（ＩＤ）に対応付けてその設置位置の情報を管理する
ことにより、アクセスポイントの識別情報（ＩＤ）の送信に応じて該当する位置情報を返
信する位置情報サービスサーバに、インターネット網を介して送信して位置情報を取得し
、該取得した位置情報を上記した遊技場ＩＤ返信サーバにインターネット網を介して送信
することにより、遊技場ＩＤを取得するようにしても良い。
【０２５１】
　また、前記実施例では、会員移動管理システム、非接触ＩＣタグ１２、２次元バーコー
ドによる対象島の特定と、特定シンボルである札７の識別とを個別に実施する形態を例示
しているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、図２６に示す札７’のよ
うに、札自体に、遊技場ＩＤと島ＩＤとがシンボル化された２次元バーコードを表示して
おき、これら２次元バーコードの読み取りによる対象島の特定と特定シンボルの識別とを
同時に実施して、お勧め画像配信要求や台情報配信要求を迅速に送信できるようにしても
良い。
【０２５２】
　また、前記実施例では、遊技機としてパチンコ遊技機１を例示しているが、本発明はこ
れに限定されるものではなく、これら遊技機としては、遊技球またはメダル等の遊技媒体
を含む遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが
開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の図柄を変動表示可能な可変表示装
置に表示結果が導出されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置に導出された表
示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシン等の種々の遊技機であっても良い
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。
【０２５３】
　また、前記実施例では、情報配信サーバ１００は、特定シンボル識別情報となる台情報
配信要求を受信したことに応じて、該台情報配信要求から特定される特定シンボルである
札７が配置されたパチンコ遊技機１の台番号に関連付けられた遊技機関連情報である、各
撮像位置（視点）に対応するお勧めレベル、遊技履歴、台データ、お宝台の全てを抽出し
て予め携帯電話端末５に配信しておき、該携帯電話端末５において、該配信された複数種
類の遊技機関連情報のうちから、撮像位置（視点）に対応する１の遊技機関連情報を特定
して表示するようにしているが、本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、識別
した特定シンボルの撮像位置を特定可能な情報を含む台情報配信要求を情報配信サーバ１
００に送信することにより、情報配信サーバ１００は台情報抽出処理において、該台情報
配信要求から特定される特定シンボルである札７が配置されたパチンコ遊技機１の台番号
に関連付けられた各種の遊技機関連情報（お勧めレベル、遊技履歴、台データ、お宝台）
のうち、該台情報配信要求から特定される特定シンボルの撮像位置に該当する１の遊技機
関連情報のみを抽出して携帯電話端末５に配信し、携帯電話端末５においては、該配信さ
れた特定シンボルの撮像位置に該当する遊技機関連情報を表示するようにしても良い。す
なわち、各撮像位置に対応する複数の遊技機関連情報を抽出して予め配信するのではなく
、特定シンボルの撮像位置に該当する１の遊技機関連情報を、その都度、情報配信サーバ
１００が抽出して配信するようにしても良い。
【符号の説明】
【０２５４】
１　　　　　　　　パチンコ遊技機１（遊技機）
２　　　　　　　　遊技島
３　　　　　　　　台間貸出機
４　　　　　　　　呼び出しランプ
５　　　　　　　　携帯電話端末（携帯端末）
６　　　　　　　　挿着部
７　　　　　　　　札
１０　　　　　　　ホールコンピュータ
１５　　　　　　　会員移動管理コンピュータ
２０　　　　　　　無線ＬＡＮ端末（メインアクセスポイント）
２１ａ～ｃ　　　　無線ＬＡＮ端末（サブアクセスポイント）
５５　　　　　　　制御部
５６　　　　　　　表示部
６８　　　　　　　ＣＣＤ撮像部
１００　　　　　　情報配信サーバ
１０２　　　　　　ＣＰＵ（セントラルプロセッシングユニット）
１０４　　　　　　ＲＴＣ（リアルタイムクロック）



(45) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(46) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図６】 【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】



(47) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(48) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】



(49) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】 【図２３】



(50) JP 2012-187236 A 2012.10.4

【図２４】 【図２５】

【図２６】



(51) JP 2012-187236 A 2012.10.4

10

フロントページの続き

(74)代理人  100156535
            弁理士　堅田　多恵子
(72)発明者  小倉　敏男
            東京都渋谷区渋谷三丁目２９番１４号　株式会社三共内
(72)発明者  平田　征也
            東京都渋谷区渋谷三丁目２９番１４号　株式会社三共内
Ｆターム(参考) 2C088 AA17  AA35  AA36  AA42  BB21  BC79  CA21  CA31  EA10  EB14 
　　　　 　　        EB28  EB56  EB58 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

